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デザイン・配線工法を一新、価格は据置き. グ

一 一 一 一 ク マ リ フ ト な ら で は の 量 産 体 制 が 、 そ れ を 可 能 に し ま し た

. 三 方 枠 と 臓 板 が 、 優 美 で 舗 や 腐 蝕 の な い ア ル ミ

形 材 製 品 に

ク マ リフ ト( 小型 昇降 機 ) の 積 下 ろ し 口 の 枠 及 び 謄

板 に ア ル ミ成 形 材 ( 枠 見 込 10伽 m 膳 板 巾 160 ・180 ・

21CAnmの 3 種 ) を 規 格品 と し て 制 定 し 、 全機 種 に 採

用 し ま し た 。 扉 は メ ラ ミ ン 樹 脂 ; 境 付 仕 上 げ の ボ ン

デ 鋼 板 製 で す 。

ご 希 望 に よ り 、 特 殊 寸 法 の 鋼 板 ・ ス テ ン レ ス の も

の も 製 作 し ま す 。

. 工 場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工 事

工 場 生 産 に よ る 独 特 の 短 時 間 に 巧 拙 の な い 確 実 な

配 線 工事 を 得 ら れ る プ ラ グ イ ン 配 線 方 式 を 採 用 し

ま し た 。

. 他 に 別 価 格 で カ ゴ 到 着 と 同 時 に 扉 が 開 く 自 働 戸

開 き 装 置 も 用 意

カ ゴ の 到 着 が ひ と 自 で わ か り、 手 数 が 省 け る の で

き わ め て 能 率 的 で す。 ( 用 済 み 後 は 手 で閉 め てく

ださし、。 実 用 新 案 出 願 中 )

⑭守マ' 1 7ト 株 式 倉 彪

- 本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 東 淡 路 町 2 T 目43番 地

T E し :  06 ( 322 )  5125 イそ1t

・ 東 京 事 務 所 東 京 都 台 東 区 東 よ 聖 子6-1 イ ウ ツ キ ビ ル

T E L :  06 ( 844 )  3030 

札 幌 ・仙 台 目新 潟 ・長 野 ・横 浜 ・静 岡 ・名古屋

京 都 ー大 阪 ・ 堺 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松

出 雲 ・福 岡 ・長 崎 ・鹿児島 ・那 覇

- 用 途 に 応 じ た 豊 富 な 機 種 を 用 意 し ま し た

舎 類小 物 用 、 料 理 用 、 小 荷 物 用 、 般 舶 用 そ の 他 防

水 ・ 防 爆 型 な ど 特 殊 工 場 用 な ど。

ロL - 5 ・・・・ ・・ 10kg 積

回 j - 30 ・・・・ 30kg 積

口M - 50  ・・・・ ＵＰｫ ｧ ｾ 貧

国 M - 100 ・・ … 100kg 積

M - 200 ・・・・200kg 積

仁] M- 300 ・・・・ ・・300kg干責

口M - 500 ・一 ・るOOkg積

回 S ー 150 ・・ ・・ ・・ 150kg 積

S  - 300 ・・- - --300kg積

回 M - H  ・・・・ ・80kg積

( 高 速 型 )

そ の他 人 荷用 エ レ ベ ー タ 一 、 荷 物 用 エ レ ベ ー タ ー

病 院 用 エ レ ベ ー タ 一 、 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じ て 製 造 い た し ま す。

*  

句マ・，-，ト

. 力安ロヴご希望の方は ハガキで大阪本社宛ご請求下さ い

a  



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

会員皆機のと健闘に ，感謝をこめて本会独自の新企画による忘年懇親

会を下記要項で開催いたします。申込期間中にお早くお申込下さるよう

ど案内申しあげます。

12月14日 ( 木) 開会 ・午後 6 時→閉会 ・8 時

太閤園 ( ピユ Iノブエ ・ス タ イ ル の パー ティ)

大阪市街l島区網島町? 番10号 電 話 06- 351- 8201

汲都駅 : 国電 ・京阪「京縞 J より 徒歩10分)

2. α) ( ) 円( 別 lζ 補助があります)

会践を添えて( 現金送金も可) 事務局へお越し下さい。申込者

! とは忘年懇親会参加証をお渡しします。但し ，申込期日 ・12月

1 日- 6 白まで，申込取消は 9 日まで . 10日以後は会伐をと負

担願います。

5∞名

一流芸能人による新し L、ノf ーティ ・ショ ー

出席省全員 lζ 贈呈

当せん者 IC会員有志の寄贈品進呈

・忘年懇親会開催ご案内の「はがき」は 11 月22日lζ 全会員 lζ 発

送いたしました。

4 アデュー1972年・忘年懇親会‘ 第18回工高生デザインコンクール入選者

- 設計課題 「庭にひろがりをちつ住宅」

- 応 募 校 21校 応募作品 117点

第 18回( 昭和47年度) 工高生デサイン コンクール入選者氏名

時

場

費

込

定 員

余 興

お土産

摘せん

日

会

会

申

学 校 名 学 年

静岡県立島国工業高等学校 3  年

11 3 年

11 3 年

11 3 年

大阪市立都島工業高等学校 3  年

11 3 年

11 3 年

一帝京I i I 県立神奈川工業高等 一一一

学校 3  年

11 3 年

名古屋市立工芸高等学校 3  年

春

夫

彦

名

貞

正

家 永 幸 典

笹 尾 和 男

服 部 新 治

石 田 俊 二 郎

健 筆 雅 綬

大 野 正

与 語

勝

光

木

弁

止i

氏

刀く

鈴

杉

/一

一

町

一

一H

H

が

-

H

H

11 

11 

博

上記入選作品は次号 ( 48年 l 月号 J に箔 岐いたします。

4 建築 6 団体合同新年交礼会

恒例により 6 団体合同の新年交礼会を下記のとおり開催いたします。

相互廻礼の煩を省き ，一堂に会して年頭の祝辞を交換いたしたいと存じ

ます。

守

H

い

昌一

一
ヨ

ロ

ss羽148年 1 月 4 日( 木) 午後 1時30分- 21時30分

大阪国際ホテ J レ8 階宴会場( 東区内本町)

1. 0∞円( 当日欠席されても会費はいただきます)

12月16日までに会貨を添えて最寄りの団体へお申込み下さい。

参会者名簿を作成いたしますので締切日を厳守願います。

昭和47年中に建設関係功労者として叙勲および褒章を受けられた方を

招待してその栄与を祝します。

共 催 団 体

日 本 建 築 協 会

日本建築学会近畿支部

大 阪 建 設 業 協 会

II 築と社会/ 1972年 12月 号

11 

大 阪 府 建 築 士 会

日本位築家協会関西支部

日 本 建 築 材 料 協 会

1  

時

場

費

込

回

会

会

申

『



発 行 所

創 刊 年 月

社団法人 日本建築協会

大阪市東区北浜 3- 37 w5 4 1  

大 阪( 06) 23 卜 9 6  4  8  ( 代)

大正 6 年 10月

業種別読者層( % )

建
吾面又1¥. •••••••••••• 

... :......... 

•••••••••••• 
. . . 39% 

吾盲又凡

言十 ... :......... 
. . . . . . . . . 21% 

公団公社 . . . . . . . . . . 10%  

年令別読者層( % )

20才まで 30才まで

12% 

地域別読者配本比( % )

近 畿

関 東

r ー百一 - - - -

広告料金

、 そ ¥ ｾ＠ _ o  

29%  

72. 5% 

8. 2% 

|頁 ( 2 色) Iカラー| 頁価格

掲 載 頁

、、、 F テ 265X ヨコ190

表 市氏 2  85 ，000 230 ，000 

表 紙 3  75 ，000 220 ，000 

表 市民 4  110 ，000 250 ，000 

c主1) 後付各頁のみ1 /2頁 ・1/4頁 ・1/12頁のスペ ースがあります。

発 行 部 数

体 裁

広 告 原 稿

原稿締切日

r昌=-
IJ 

4ーー2ミ ヰ Ｎｉｾ ム 今zロる ♀ -主ロ註

建 ?オ

』寸ムー
+い合へ

電気 ・管工

そ の 他

40才まで

23%  

東 海

中 国

月干IJ 14，000部

A 4 半IJ 変形 ( 225mmX  297mm)  

平 版 印 刷 な の で版 下 ま た は オ フ ネ ガ

前々月 25 日 ( 7 月号ならば 5 月25 日)

•••••••••••• ..f 14.: 5

0

6  

...‘ 3.-!96 

••• 3%' 

. . . 2.8% 

. .  1. 8 % 

. . . . . 4. 5% 

50才まで 60才まで 61才以上

同

ロ% 10%  9% 

. 図

7.9%  

ｾ＠ 3.2%  

一一一
九 }'I' I  

一一

1  2.9%  

北 海 道
2% 

四 国 ー一. 一- - 唱1. 59〆6

東 ヰヒ

'  

1. 3%  

〉毎 タト 0.5%  

¥掲、〈載、 ¥頁、ｔ スｾ ベ去、 ー¥m¥w¥ スd  

l 頁

F 品 265X ヨコ 190

前 付 最 初 頁 60 ，000 200 ，000 

前 付 各 頁 50 ，000 180 ，000 

前付記 事対 向 55 ，000 190 ，000 

-10 ，000 

(注 2 ) 年 6 回以上の継続掲載契約をいただ 〈場合は 5%の割引金額て. お願いし ， それ以外はいっさい喜'J51いたしません。

G主3 Ｉ 一放デザイン広告以外の待列として、レポートなと本文記事形式てと ζ ・ 色 ｪ 所 ・ 電話言号 Ｔ ・ ｅｾ 朱芝のみに入る場金、 1頁につき 30，0∞円の褐

敏はをいただきます a

r  



〈壁〉の原点に立ち返づCみるとき…・

たとえはこの城壁。いくさに対する備えとして、権威の象徴として

家臣ぞ領民に、無言の安堵感を与えたにちがいありません。

でもいまは、端正な武将の魂がしのばれる静かな美しさを漂わせています2

明白の生活保i見づく りに

アイディアて志とりくむ一一一

マ凶琴Ｚｾ

この城壁が、長い歳月のあいだ果たしてきたf党占1] は

ただ、それだけだったて込しょうか。私たちは、長年の

風雪に耐えてきた堅牢さに も、心を打たれるので‘ す。

評判の軽鉄間仕切壁ともなると、さらに高慶の機能が 一

備わっています。とりわけ、高層ビルに要求される軽批

不 燃 ・耐 震 ・遮音・・などの般しい条件をみたす、機能性や

性能とし、う難問まで、すでに克服しているのです。むろん

仕上がりの美しさ目

経済的な コスト、

施工の簡易さなど

名だプこる高層ビル

にも次つぎに採用

され、専門家にとみに注目されている軽鉄間f士切壁工法。

その名はエコニースタッド、ノ f ーティションシステム。マンテン

のアイディア工法です。素材の製法から工法まで、 51件の

実用新案( うち申前中 2 31' 1二) は、さしずめ独自IJ 技術の証明書と

いえるでしょう 。たとえばPタイプでは、鉄筋コンクリートの

兄、コンクリートフ' ロ ックの% という軽さ。而す震性の面では

最 対也良時に該当するといわれる、建物の府間変位 ?(SOの

テストＨ鹿島姐 Ｑ ，没技術部Ｉでも、仕上面にさえ 一 切Ｉｾ姥 ｐ なしと

証明ずみです。工法のタイプは、それぞれ個性的な H !l改良。

ぜひ、ご研究 ください。し、ずれも、製造から責任施工まで... 。

日二ーヌ7VFS号室

なお、ビノレはもとより地下街・トンネル・ポーリング場など

にも広く保用されている、軽鉄天井下地工法( ネールロック

システムＩとｾお大床下地工法ＨネダコーシステムＩも好評です 。

* カタログを差しあげます。本社・ i童装部 K S 係までハガキでご請求く ださい。

株 式 会 社マ ン テ ン 本 社 干542 大 阪 市 南 区 日 本 儲 筋3- 2 密 (06) 632ー1151 代 東 京 支 庖 〒 136 東 京 都 江 東 区 亀 戸2- 3- 17 1r (03) 68喧ー3241 代

名古屋出張所干454 名古屋市中川区百船町1-3- 4 骨 ( 0521353-3177代 福岡出張所干812 福岡市情多区憎多駅東卜 12-26(岩瀬ピJ レ) 世 (092143-4356代 牝 幌 出 張 所 〒065 杓幌市東区北八条東 1922 n (011 )741 8439 



4  

なめらかな肌ざわり、美しい 7色のカラ

T OT Oのホーローパス I( は、ピノヲ ・ブルー ・グリーン ・イエロー ・アイボリー ・ベージ ュ ・青磁の 7 色の カラーと白色があります。

T OT O鋳鉄車一口- I i ヌ

FB 70 
￥48，000 

(排水金兵付)

和洋折中} 彩エプロ ンなしパス

1，210X720X555 

容量 2501!

専用フロフタ Y 9152 ** 101 ** 20)  

￥2，750 

乙のほかにも、たくさんのホーロー

パスがあります。右記までご請求下

さL 、。カタログを差し上げます。

昆虫巡回

東 陶 機 器 株 式 会 社

本社

〒802 北九州市小会区御崎町458

大阪営業所

干530 大阪市北区曽綬崎上2-31-6

( 梅新第一生命ピル東館)



ーナ

質疑などの投稿をお待ちしてお Oます。

63 

内 装 制 限 に つ い て ( その 1 )  
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) 内 装の 必 要 性

通常、建築物災害としては、頻度や被害額から

みても、火災によるものが圧倒的な量および額

におよんでいることから、建築物の避難設計と

しては、火災時の避難を計画上の中心において

考慮しなければならない。

火災が発生する際には、まず火 i原となるものか

ら壁などの内装材料に着火し、さらに燃焼によ

る分解生成ガスが室の上部に溜ってゆく 。 それ

が一定の温度と濃度に達すると「フラｾ［Ｏュオ

ーバー」と呼ばれる急激な爆発的燃焼を起こし、

室内にある可燃物に一斉に菊炎し、一面炎の海

に包まれる 。 この際、空気中の酸素量は激減し、

発煙量も急激に増大する 。

このフラ ッンユ オーバー現象は、内装材料が可

燃材料であれば、着火後おおよそ 4 - 5 分のう

ちに起こり、このときの混度は800・C におよぶ。

また、室内の酸素量の激減により ( 通 常 約21%

の酸素が数% 台になる) 人聞は瞬時に意識不明

に陥り、 6 - 8 分間放置すると死亡するといわ

れる 。 一方、人聞の暗中での歩行速度はおおよ

そ 1 秒間に 1 mであり、人間が歩きながら呼吸

を止めることのできる平均時間泊。。秒であると

すれば、避難可能範囲は3 0 mが限度といえる。

要するに火災時の避難計画は、避難に要する時

間または避難方法と、火災の拡大速度との関連

において1Tわなければならない。

したがって、内装材料を不燃化することは、初

期火災の成長を著しく遅らし得るもので、この

ことは人間 のもつ避難能力からいって、火災時

の避難に重大な関係をもつものである 。

特殊建築物などに内装制限が加えられたのは、

昭和35年の改正時であり、建材業界にも技術革

新の波がおしょせ、多種多様な可燃性の新建材

が開発され、とくに石油などを原料とする合成

樹脂が建築材料として使用されだしたときであ

る。 合成樹脂の使用は、たびたびの火災の被害

でクローズア ップされ、今回の改正( 昭 和45年)

を迎えたのである 。

なお内装制限のもつ火災拡大防止の知県は、防火

.. 

区画の暖和、歩行距離の延長などの代替措置として

有効であり、そのような主旨での規制はなされている。

2) 特 殊 建 築 物 な ど の 内 装

法35粂の 2 により、特殊建築物、無窓居室、

規模建築物および火気使用室 は、令129条による

内装制度が加えられている 。 ( 内装褒(1) を参照)

これに ついては『スプリンクラー設備 、 水 噴 霧

消火設備その他これに類するもので、自動式の

もの』と『令126 条の 3 の規定に適合する 排 煙設

備( 自然排煙可 )J と両方設けた場合、内装制限

は解除される 。( 令129条 7 項)

今回は内装制限について( その 1 ) のみ掲載しました。

内装表 ( 1 )  

当該用途に供する部分の床面積の合計 内 装 制 限

参 照 法 令

用途・精進 ・規模区分
耐火建築物の 簡易耐火建築 その他の建築 居室または

地下に通ずる

主たる廊下. 条 文

場合 物内場合 物町場合 当該部分 階段，通路

。 。

劇場. 映函館，演芸場. 観 (客席) ( 客 席)

ム ム

① 

覧場. 公会堂，集会場 400m' 以上 100m' 以 上 ×  

難

病院，ホテル，旅館，下宿，

(  3階以上) (  2階部分)

。 。

300m' 以上 300m' 以上

② 

共同住宅. 寄宿舎，養老院 (100m' 以内ご (病院は， 2階

200m' 以上 ム
。 129条1項

児童福祉施設等

とに防火区画 に忠者収容施

されたものを 設がある場合
×  

〔令19条 1 項 1 号参照〕
除( ) に限る )

掛
128条の4第l 項

百貨庖，マ ーケット. 展示

場，キャバレー，カフェー.

(  3 階以上) ( 2 階部分)

。 。

ナイトクラブ，パー，舞踏

③ 場. 遊技場. 公衆浴場，待 1，OOOm'  500m'  200m' 以上 ム ム

合. 料理庖，飲食庖，物品

以上 以上
×  

販売業(加工修理業) の庖

銀i > 10m'

蝦

④ 

地階・地下工作物内て①

全
昔日

129条3項

②③の用途に供するもの
128条の4第l項3号

。 。

⑤ 自動車率R 11，同修理工場 全 苦11

129条2項

128条町4第11買2号

ム ム

⑥ 

129条5項

無窓. の居室 全 音I1
128条の3の2

0 階数が3以上で500m' をこえるもの 。 。

⑦ 大規模建築物

0 階数が 2 で 1，OOOm' をこえるもの

ム ム 129条4項

0 階数が 1 で 3，OOOm' をこえるもの

( 学校 ，体育館を除 <)
×  

揺

階数が2以上の住宅で，最

住 宅
上階以外の階にある火気 。

使用室(耐火締造を除( )
129条6項

③ 火 気 使 用 室

128条町4第4項

火気使用室は全部

住 宅 以 外

(耐火構造を除 ( )

ム

注 1 ) 0 =不燃材料、 6 =準不燃材料、 x =難燃材料

2  ) ※ は墜で床面から 1. 2m以下町部分は適用きれない.

( 大阪市建築局審査課前野良規 )
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いま業界で話題のまと

凶臼 ｅｾ 口 Ｕｾｾｾ ご存じですか＿

一大形コンビュータの共同利用システムー

- 電 電 公 社 の オ ン ラ イ ン 方 式 に よ る 科 学 技 術 計 算 サ ー ビ ス

( D E MOS ) が 建 築設 計 に 威 力 を 発 揮 し て い ま す

- 応 力 解 析 ( F R A P ) ・振動解析 ( DY NA ) ・構造計算 ( E C HO- A )

の 3 大 優 秀 ラ イ ブ ラ リ イ があなたの企業を飛躍させます。

この装置は大型コンビュータに接続されています 。

お問い合わせ， ¥ご相談は

大阪市東区法円坂町 6 - 27 (⑤540)  

電電公社近畿電気通信局データ通信部( 営業)

T  E  L  (06)  948 - 4  7  3  0  ( 着信無料)

※ 公 社 の デ ー タ 通 信 に は ， こ の ほ か 販 売， 在 庫 管

理 サ ー ビ ス ，電話計算サービスなどもあります。



'‘.  

建 築 と 社 会

ユ
-圃-

ニュース原稿をお送り くださ い.

関 西 都 市 住 宅 会 議 開 催 さ る

rr 日 本 列 島 改 造 論 J と大都市町役割』のテーマで、

きる 10 月 16 日明) 朝日生命ホールにおいて、 ( 社 )

日 本 建 築 協 会 ほ か 7 団 体 の 共 催 に よ り 、 第 13団

関 西 都 市 住 宅 会 議 が 開 か れ た。

講 師 に 竹 内 正 巳 氏 ( 桃 山 学 院 大 学 学 長 ) 、 西 山

州 三 氏 ( 京 都 大 学) 、 橋 本 徹 氏 ( 関 西 学 院 大 学 ) 、

宮 川敦 雄 氏 ( 毎 日 新 聞 社) の 4 氏 を 迎 え 、 日 本

列 島 改 造 論 に 関 す る 幾 多 の 問 題 点 を 専 門 の 分 野

か ら 講 演 さ れ た 。

大 阪 か ら 公 害 を な く す 府 民

大 集 会 開 催 さ れ る

大 阪 か ら 公 害 を な く す 府 民 大 集 会 が 、 10 月 3 目、

北 区 の 扇 町 公 園 で 聞 か れ た 。 大 阪 か ら 公 害 を な

くす会 ( 会 長 丸 山 博 阪 大 教 授 ) など十団体が、

こ の 日 を 「 公 害 デ ー」 と し 、 公 害 反 対 パ ワ ー の

結 集 を 呼 び か け た も の で 、 102団 体 、 約 1 万 人

が 参 加 、 公 害 反 対 運 動 を 前 進 さ せ る 決 意 を 確認

し 合 っ た 。

社 会 、 共 産 両 党 代 表の あ い さ つ 、 県 聞 府 知 事 、

革 新 市 長 、 公 明 、 民 社 両 党 の メ ッセ ー ジ 紹 介 な

ど の あ と 、 宮 本 慾一 大 阪 市 立 大 助 教 授 が 「四日

市 判 決 と 大 阪 の 公害 闘 争 」 に つ い て 報 告。 つ づ

い て 公 害 認 定 患 者 や そ の 家 族 が 、 被 答 者 、 住 民

の 組 織 づ く り や 、 新 空 港 な ど の 建 設 反 対 を 訴 え

た。

つ い で 「 公 害 に よ る 健 康 、 自 然 、 生 活 環 境 の 破

壊 を 許 す な J との 宣 言 を 採 択 、 大 阪 中 央 郵 便 局

前 ま で デ モ 行 進 し た 。

新 刊 紹 介

MA NA GE ME NT  GUI DE  T O  MODE R N 

I NDUS T RI AL  L I GHT I NG 

St anl ey  L y ons 著

出 版 社 Appl i ed  S c ienc e  Pub.  

発 行 臼 1972年

サ イ ズ 140 x  188皿

頁 数 202pp.

定 価 ￥3，090

工 場 や 事 務 所 の ! 照 明 は 効 率 よ く 、 安 全 で き も ち

ょ い 空 間 を 提 供 す る も の で あ り た い が 、 こ の 本

は 、 こ の 目 的 に 応 え た も の で あ る 。しかし、技

術 向 の も の と い う よ り 、 行 し ろ マ ネ ジ ャ ー の

た め に く ま れ た 本 で あ る 。 照 明 の マ ネ ジ メント

を す る た め に 、 そ こ に 働 ら く 人 の性 能 を よ く す

る た め 環 境 の 要 因 を 制 御 す る 社 会 科 学 的 な 立 場

か ら み て い る 。 、 ど の よ う に 照 明 を す る の かH と

いうよりも、 、 何 故 照 明 を す る の か " と い う 点

に特 徴 が あ る 。

第 1 9回 大 阪 府 建 築 コ ン ク ー ル 作 品 推 薦 ( 自 他 薦 ) の お 願 い

大 阪 府 知 事 的 建 築 士 表 彰 に か か る 建 築 コ ン ク ー 築 士 部 門 を 設 け 多 く の 2 級 建 築 土 の 参 加 を 期 待

J レは昭和28年 ( 第 1 回 ) を 実 施 以 来18回を函し、 す る こ と と 致 し ま し た 。

今 日 に 到 り ま し た 。 特 に 本年 度 は 新 た に 2 級 建 昭 和47年 10月

大 阪 府建 築 コ ン ク ー ル 実 施 要 項

1 . 審査対象範周

最 近 数 年 間 に 大 阪 府 下 に 竣 工 し た も の で 次 の 4

種 類 と す る 。

1 蔵 部 門

書官 1 類 一 般 建 築 物 ( 工 作 物 を 含 む ) で種類・

規 模 を 問 わ な い。

第 2 類 企 業 団 地 、 住 宅 団 地 、都 市 再 開 発 事 業

等。 ( 一部 竣 工E つ 全 体計 画 が 進 行 中

の も の を 含 む )

第 3 類 構 造 、 設 備 、 建 築 生 産 合 理 化 等 の 技 術

商 で 特 に 進 歩 的 業 績 が 認 め ら れ る 建 築

物 。

2 級 部 門

事匹 4 類 第 1 類 中 2 級 建 築 士の 設計 業 務 範 囲 の

もの

( 注 ) 建 築 士 法 第 3 条 並 び に 第 3 粂 の 2

参 照。

2.応 募 資 格

1 級 及 ひ 2 級 建 築 士 但 し 1 の 第 4 類 に つ い て は

2 級 建 築 士 に 限 る 。

3 推 薦 方 法

自 薦 応 募 者 が 自 薦 し た も の。

他産草 地 区 別 に 委 嘱 し た 推 薦 委 貝 、 そ の他 個 人

文 は 法 人 、 団 体 が 推 薦 し た も の。

社 団 法 人 大 阪 府 建 築 士 会

会 長 小 河 吉 之 助

推 薦 を う け た 作 品 に つ い て は 本 会 は そ の 設 計 者

に 対 し 、 規 定 に 基 〈 応 募 を 依 頼 す る 。

4 審 査

下 記 の 審 査 員 に よ っ て 行 な わ れ る 。

審 査 員 長 西 嶋 徳 太 郎

審 査 員

足 立 孝 ・ 井 上i晃 ・制 度 正 信 ・ 近 藤 正 志 .w安 秀

雄・ 吉 田 隆 一 ・五 十 嵐 定 義 ・ 平 田 定 男 ・塩脇目召

司 ・ 庭 屋 浩二 ・尾 f色 消 四 郎 ・ 先 川博

5. 提 出 図 書 ( 省 略 )

7. 提 出 期 限

推 薦 書 提 出 期 限 昭 和47年 12 月 16 日仕) 正午

郵 送 の 場 合 は 当 日 消 印 迄 有 効

図 書 提 出 期 限 昭 和48年 1 月21 日開) 正午

向 上

8.提 出 先

⑮ 541 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 41 ( 中 博 ピ ノレ)

社 団 法 人 大 阪 府 建 築 士 会

9 発 表

建 築 コ ン ク ー ル 係

T E L  262 - 1861 

審 査 の 結 果 、 入 選 者 に は 3 月 中 に 通 知 す る と と

も に 、 会 誌 「 近 畿 建 築 士 の ひ ろ ば」 並 び に 新 聞

紙 上 に 発 表 す る 。

材 料 試 験 報 告 書 は ナ ン セ ン

ス か 鈴 木 忠 五 郎

これはコンクリートの耐圧強皮肉試験報告替を指したもの、

他には鉄鋼もあるが、現場報告には入ってはおらないので

御承知下さい。

テ ス ト は 供 試 体 テ ス ト ピ ー ス に よ る も の で 、 そ

の 製 作 の 方 法 、 保 存 の 方 法 な ど に よ っ て 、 テ ス

ト の 結 果 に 大 影 響 を 及 ぽ す も の な の で 、 そ れ に

つ い て は く わ し く 規 程 も あ り 、 規 約 も 規 定 さ れ

て い る こ と は 申 す ま で も な い。 だが実際には、

そ れ を 監 視 し 、 監 督 し て い る も の も を く 、 ま た

供 試 体 を 製 作 し 、 保 存 し て い る 人 と 、 テ ス ト を

す る も の と は 同ー の も の で は な い。 だ か ら 現 実

に は 試 験 官 さ え も 、 そ の 試 験 機 の 計 器 の 示 す 数

字 だ け を 正 し 〈 見 る だ け で 、 供 試 体 が 正 し く 製

作 さ れ 、 保 存 さ れ た か 、 そ の 期 間 中 の 欠 陥 が テ

ス ト 数 字 に 影 響 し た か は 、 資 任 の と れ る 状 態 で

は な い わ け で あ る 。

も っ と も 重 大 な ナ ン セ ン ス と い うの は 、 建 物 の

強 度 は 部 材 の 強 度 と ど う い う 関 係 に あ る か 、 建

物 の 破 壊 と は ど う い う こ と で あ る の か は 、 い ま

だ に 明 瞭 な 定 説 が な い。

昨年私の{ ! } いた「左官技術」の中に、左官のキ

レ ツ の 本 質 原 理 と そ の 原 則 に つ い て 、 左 官 キ レ

ツ は 、 塗 面 の 応 、 張 カ 破 壊 の 前 兆 で あ る と ま づ 断

定 し 、 キ レ ツ の 発 生 の 原 則 のー っとして、 主主面

の 最 弱 点 に ま づ 発 生 し 、 そ し て 進 展 す る と 、 キ

レ ツ 原 理 と 原 則 を 発 表 し た 。 これはすなわち、

建 物 の 破 壊 は 、 部 材 の 破 壊 は 、 そ の 最 弱 の 個 所

に ま づ 発 生 し 、 そ し て 進 展 す る ル ー ノ レ を 示 し た

も の で あ る 。 一・・・中岡各ー

建 造 の 建 造 が 万一 災 害 を 受 け て 部 材 が 破 犠 す る

と な る と 、 そ の 最 も 弱 い 昔 日 材 の 中 の 最 弱 点 か ら

破 壊 が 始 ま る 。そ れ を 認 め る と す る と 、 材 料 試 験

の 結 果 は 、 テ ス ト 結 呆 の 弱 い も の 、 低 い も の を

採 用 す る の が 妥 当 と い う こ と に な る 。 そ れ が 現

実 に は 、 正 規 と さ れ る テ ス ト に 用 い る テ ス ト ピ

ー ス は 5 個 と さ れ て い る 。 だ か ら そ の 結 果 の 数

字も 5 つ の 数 字 結 果 が 出 る わ け で あ る 。 それを

現 在 は 最 高 の も の と 最 低 の も の は 捨 て 、 し ま い 、

残 っ た 3 つ の テ ス ト 結 果 を 合 計 し 、 3 で割l って

平 均 を と っ た 数 字 が 、 正 し い 結 果 と し て 報 告 舎

に 記 入 さ れ て い る わ け で あ る 。 こ れ に は 現 在 尚

少 し の 疑 問 も 持 た ず に お ら れ る 慣 習 な の で あ る 。

だ が 前 述 の 破 犠 の 定 説 を 正 し い と す る な ら 、 こ

の 計 算 は 誤 っ て い る 。最 低 の 数 値 を 記 入 す べ き

も の と 信 じ ら れ る 。 大 体 中 聞 の テ ス ト 結 果 を そ

のま 、示 さ ず 、 合 計 し て そ の 平 均 値 を と る と か 、

中 I庸 を と る と か 、 ま た た し て 2 で 創 る と か の や

り 方 は 、 政 治 屋 と か 行 政 屋 、 商 売 人 の や る こ と

で 、 工 学 者 や 科 学 者 の や る や り 方 で は あ る ま い

と 私 は 考 え る 。 一 ー 中略・・・ ー

こ の 辺 で 基 準 法 、 基 準 仕 様 替 、 J I S 規 格 な ど も

再 検 討 の 時 期 到 来 か。 そ れ は あ く ま で 、 そ れ を

実 際 に 強 い ら れ て い る 、 建 設 業 者 、 現 場 人 の ア

ン ケ ー ト 希 望 を 入 れ て 、 出 版 を し て ほ し い もの

と 希 望 を す る も の である 。 ・後 略 ・・ ・・・・

( すずきちゅうごろう 鈴木忠五郎建築士事務所)
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

。

I!J 

⑨ P O R E⑤ 

軽 量

比 重 0 . 5
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花
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式
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・
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敷
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ベ
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屋
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カ

ス

花

堀

ラ

南

小

所

ク

甫

佃

堀

西

計

工

用

小

川

股

施

使

法 定 耐 火 材 料

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 口

1  ユ二期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 廿 大 張 閉 め 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 盤 め 建 物

長ポレ ＱｉＯＧＷｾ 株式会社
本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビ ル )

話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ビル )

電 信 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  

5  鉄 骨 耐 火 構 造 の 建 物

8  
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， 工 専

設 計 釣 谷 建 築 設 計 事 務 所

総 工 : 竹 中 工 務 底

所 在 地 : 石 川県金沢市山科町

建築而被 6，630m'

2正 面 償 11 ，665m'

榊 i立 脱 伐 S R C 、 3 F 、 B 1  

工 JUI ・lIi'l f1144年 4 月ー昭和 45年 4 月

設 計 : 釣 谷 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 松 本 工 務 底

所 在 地 : 石川県金沢市石引 4 丁目

挫 築 面 械 1，173. 31m'  

延 而 秘 1，308. 07m'  

t: 司法規悦 R C 、 l F 一 部 2 F  

工 JUI  昭和 46年 6 月~昭和46年 12月

設 計 : 中 島 建 築 事 務 所

地 工 ・浅 沼 組

所 夜 I也・ 石川県河北郡北野津幡町北中条

延 面 積 18. 231m
2  

榊 逃 規 隙 : R  C 、5棟、S R C、l機、 S 、Il車

工 JUI ・昭和 42年 9 月~昭和46年 10月

ｾ＠

雪疋 藤 ビ ル | 北 陸 信 用 金 庫 本 庖 | 日 本 長 期 大 和 共 同 ビ ル

設 計 : マ サ ミ 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 竹 中 工 務 底

所 街 地 : 金沢市野町 1 丁目 - 2

辿 築 面 積 339 .613m
2  

延 而I
械 ・ 2，359. 500m

2  

情i車 線 伐 R C 、 6  F 、 B 1.  P  2  

工 JUI ・II ({ 拘145年 5 月ー H川口45年 11 月

設 計 : マ サ ミ 建 築 設 計 事 務 所

地 工 :大 林 組

所 在 地 : 石川県金沢市玉川町

建築荷積 562. 884m'

延 蘭 械 5，182 .701m
2  

榊 巡 規 桜 S R C 、 8 F 、 B 1.  P  3  

工 JUI : 昭和45
J
I三10月- 1昭和46年 11 月

設 計 : 松 図・平田・阪本設計事務所

施 工 : 竹 中 工 務 盾

所 在 地 : 石川県金沢市高岡町 1 番 50号

建築而術 1，602.  930m'  

延 商 品・'1 :  13，552. 870m'  

構造規悦・ S R C . 1 2 F 、 B 2 .  P  2  

エ JUI ・昭和45年 8 月- 11召初 47年 5 月

キＺｾ 市 中 央 公 民 館 ｾｾ＠ 日乍 市 文 イヒ
､ｚ 合ｾ 、

館 鹿 西 岡T 励 志 館

，没 ［［ｉｾ＠ : 浦 建 築 研 究 所 .没 31・ 建 築 1t包ー- 画
U、〉宮、ι  

汁 建 築
一 且ｾユ 、、

画

B面 工 . ;斐 沼 車且 純i 工 飛 島 建 設 』血
」こ . 池 国 建 設

F斤イ正 I也 . 石川県小校市丸ノ内 所 在 地 . 石川県 ｾｾｉｉ 下市 所 在 地 . 石川県成 ｉＺｾｭｬｬ ，克西町

延 ifii ｦｬｾ＠ 2，129m'  担1築而H! 1，235. 7m'  必1築而4此 . 2，174. 3m'  

榊泣) ; l H士 R C 、 3 F 雄 前I 械 2，990. 9m'  延 1M fr! 2，356. 3m'  

L  IUI :  s目初44年 9 月~昭和45年 3 月 t.YI i立 規 悦 R C、 3 F  川 ili -'ll.悦 。 R C一 部 S 、 2 F  

工 J切. 昭和 46年 12月~昭和 47年 7 月 工 JUJ : 昭和 43年 8 月一昭和44年 7 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，¥0ーヲイトコ〉タリート歩行用及び防71<T  :ttTJfl )  

111即 酬 川 酬 | 目111同'

F  一:- r一r t 岡回 師 岡 岡 . . 固 . 圃-

圃ゐ=品L山 岡 岡 剛 岡 四 圃 圃

白 田 岡 田 岡 田 園 田 ・ 岡 田 園 田一一

一一一一一ｾ
- 一一園田町

屋 上ア ス フ ア ル ト 防 水層 の 保 額 、 断 熱 、 軽量 に 東 邦 〆 ぐ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト

P C - D 工 法 採 用 の 大 海 法 務 合 同 J宇 舎

E生 計 近畿 地 方 建 般 局 施 工 K K 伊 夜 組 、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防水層の押えに使用し仕上モノレタノレの要らない金ゴテー

パツ 仕 上 工 法

・デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 量 化 や 露 出 防 水 下 地 、 ま た は 目 占 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 要 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下地の省力化と塩ビ系タイル下地の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

各 階 。 コ タ タ ミ 下 地 に 東 邦 ノ 〈 ー ラ イ トモ ル タ ル P Mー C 工 法 採 用 の

大 宮高 層分 線 住 宅

股骨十 大 阪 市 住 宅 供給 公 社 施 工 K K 間 組、 K K 熊 谷 組

本オ If-' L- XキZ4

化粧、吸音、防湿、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 粋 コ ン ク リ ー ト 下地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 吹

付して争IJ 離 の心 配 が な い

・ か ベ 面 は 金 ゴ テ 押 え すれば要員治壁タイプの表面強度のあ

るソフトでデラックスなムードである( ネオノマ- ) レスキ

ンの特徴)

・ー 工守呈で仕上るのでヱ 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 綿 板 、 モ ノ レ タ J レなど何んで

もよい

- 標 準 色 20色 と 特 別 色 も で き る

PM- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め 吸 温 、 遮

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気 泡 の東 邦 パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、 湿 気 を 全 〈 透 き な い

比 重 ・断熱共木材並 1 3  

( 比重0.85kg/ t ， 熱 伝 導 率 0. 14kcal / mhc)

か ベ 面 に ヰ ォ ， ，- ) レス キ ン 7 F  K  ( 吹 付 後 会 ゴ テ 押 え ) 採 用 の

村 野、 森 建 築事 務 所

設 計 村 野 ・森 建 築事 務 所 施 工 鹿 島 建 殺 K K

畿|

東邦バーヲr v紘玉主会誼1

長 医 市 東 区 森 之 宮 西 の 町 5 9 4 T  E し 代 表 6- 941 - 9243- 7・

10 
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能 勢 善

能 努 建 築 徳 造 研 究 所 所 長

大 久 保 昌

大 阪 大 学 工 学 部 環 境 工 学

楠 部 年

近置聖地建営緒郡監督室室長補佐

庭 屋 浩

大 林 組 本 庖 建 築 郡 長

7 月号より 12月号まで上記 4 氏て守E 当

口 無 駄 な 抵 抗

縁 あ っ て 、 信 州 | の 山 中 に 土 地 を 得 て 、 小 屋 を 建 て て か ら 三 年 に な る 。 や む を え ず 市 中 の ス モ ッ グ の 中 の 2 D  

K に 住 む 身 に は 、 一 年 に 一 回 か 二 回 の 利 用 で も 有 難 い 。 国 鉄 駅 か ら 率 て ' 小 一 時 間 も か か る 、 海 抜1400mの 開

拓 村 の一 角 だ か ら 、 別 荘 と い う よ う な も の で は な い。 住 む と い う こ と の 基 本 は 何 か の 命 題 を ぎ り ぎ り 具 象 化

し た よ う な 小 屋 で あ る 。

水 は 裏 山 か ら 渉 み 出 す 湧 き 水 の 流 れ を ビ ニ ー ル 管 で 号 | い た 。 枯 葉 や 草 の 笑 が 混 る か ら 、 蛇 口 の と こ ろ で 木 綿

布 で 減 し て 使 う 。 熱 i原 は 初 め 薪 に す る 計 画 だ っ た が 、 家 族 の 反 対 で プ ロ パ ン に し た。 ! 照明は石油ランプ。 ラ

ン プ と い う の は こ ん な に 暗 い も の だ っ た か と 思 い 知 っ た が 、 夜 8 時 と も な る と 、 寝 る よ り 仕 方 が な い。 した

が っ て 、 朝 の 5 時 に は 烏 の 芦 で 目 を 党 さ ざ る を 得 な い。 朝 日 の さ す 時 分 に は 周 囲 の 林 の 緑 が 窓 の 外 か ら び っ

し り と 迫 っ て く る 。 こ ん な 不 便 な 生 活 な の に 、 兄 弟 知 人 友 人 の 利 用 者 は 年 有 増 え 、 丸 太 に 釘 付 け の 机 や 椅 子

や 棚 や 柵 が と と の っ て き た 。 い づ れ も 索 時 し い 工 芸 品 で あ る 。 こ こ に は 一 切 の マ ス メ デ ア を 持 ち 込 ま な い こ

と を 約 束 と し て い る が 、 当 然 の こ と と し て イ ン ス タ ン ト 食 品 の よ う な 文 明 が 入 っ て く る の を 防 ぐ こ と は で き

ない。 最 近 は 周 囲 に も 観 光 開 発 の 手 が 入 っ て 、 環 境 が 大 き く 変 っ て ゆ く 気 配 だ が 、 と こ と ん ラ ン プ で 頑 張 っ

て み た い。「無 駄 な 抵 抗 は 止 せ 」 と 言 われても一一一。
( N )  

口 空 間 の 単 位

単 位 は 、 連 続 長 を 測 定 す る た め の 基 礎 と な る 量 で あ り 、 訓11定 対 象 の ス ケ ー J レ と の 関 係 で 単 位 量 の 設 定 が 決 め

ら れ る 。 そ れ は 測 定 精 度 に 依 拠 す る 。 こ れ は 単 位 と 測 定 の 関 係 で あ る が 、 い ま 一 つ の 単 位 を 必 要 と し て い る 。

そ れ は 空 間 の 単 位 で あ る 。 空間 は 量 的 存 在 で あ る と 同 時 に 質 的 存 在 で あ る 。 そ れ は 機 能 を も っ て い る 。 機 能

と し て み れ ば 、 空 間 単 位 は 機 能 単 位 で な け れ ば な ら ぬ。 こ の よ う な 質 的 な 対 象 を 扱 う 場 合 、 対 象 の 解 体 ( de-

mount ) と 再 構 成 ( r econst i t ut i on) に 対 し て の 手 が か り と な る 基 礎 を 与 え る 質 的 単 位 が 必 要 で あ る 。 そ の 単

位 の 階 層 構 造 を 把 握 す る こ と に よ っ て 、 巨 大 な 対 象 に 対 し で も 単 位 の 計 画 的 積 み あ げ ( const i t ut i on) によっ

て ア プ ロ ー チ が 可 能 と な る か ら で あ る 。 こ れ は 前 の 単 位 の ご と く 量 的 側 面 ( 空 間 性 ) をもっているが、 一 線

性 を も っ た 連 続 畳 で は な く 、 機 能 的 に は 階 段 的 連 続 性 と で も 呼 ぶ べ き も の で 、 あ る 単 位 の 集 合 が つ ぎ の ラ ン

ク の 単 位 へ 上 昇 す る 場 合 、 機 能 が 相 互 に 連 続 的 で あ り 、 機 能 の 殺 と し て の 空 間 が 連 続 的 で あ っ て も 、 機 能 そ

の も の は 質 的 に 異 っ た も の と な る 。 各 ラ ン ク の 機 能 単 位 は そ れ ぞ れ の 下 位 ラ ン ク の 機 能 に 対 し て 機 能 集 約 的

・機 能 統 合 的 ( i nt egrat i ng) で あ る が、 上 位の ラ ン ク に 対 し て は 従 属 的 ・依 存 的 ( dependi ng )  で あ り 、 か

っ そ れ ぞ れ が 条 件 つ き で は あ る が 自 己 完 結 的 ( sel f - cont ai ned)  である 。 空 間 の 単 位 と は こ の よ う な 機 能 単

イ立としてみられるべきであろう 。 ( 0 )  

ロ ガ レ キ の や ま

最 近 、 所 用 で と き ど き ゆ く 新 大 阪 駅 近 辺 は 、 副 都 心 と し て 、 道 路 も 整 備 さ れ 、 高 層 の 住 宅 団 地 や マ ン シ ョ ン 、

商 業 ビ ル な ど が 目 立 ち 始 め て い る が 、 ま だ 空 地 も 多 〈 、 今 は一 面 、 セ イ タ カ ア ワ ダ チ 主 主 の 群 生 地 で あ る 。 人

の 気 の 少 い こ と も あ り 、 こ の 附 近 、 ガ レ キ の 不 法 投 楽 は 目 に 余 る も の が あ る 。 道 の 両 側 に 寄 せ て 捨 て 、 い た

の が 、 ま た た く 聞 に 巡 の 中 央 ま で う ず 高 〈 積 ま れ て し ま っ た 。 ほ と ん ど 建 設 関 係 の 廃 楽 物 で あ る 。

産 業 廃 楽 物 の 処 理 は 今 、 大 き な 問 題 じ な っ て い る が 、 そ の う ち 50- 60% は 建 設 に と も な う ガ レ キ や 土 砂 と い

われる 。 池 や 山 あ い の 谷 を 買 収 し た り 、 借 地 し た り 、 処 分 地 を 探 す の も 大 変 で あ る 。 か つ て は た だ 同 然 に 使

っ て い た 空 気 、 水 も 、 今 は 高 い 代 価 を 支 払 う 羽 目 に い た っ て い る 。 廃 築 物 の 処 分 に つ い て も 代 価 が 必 要 な の

は 当 然 で あ ろ う 。

列 島 の 改 造 と や ら で 、 工 場 の 追 出 し ゃ 、 都 市 再 開 発 は ま す ま す 盛 ん に な る ら し い。 工 場 の 跡 地 も 、 住 宅 団 地

や 商 業 ピ ノ レ の 乱 立 で は 、 過 密 の 解 消 に 逆 行 す る だ け だ。

山を肖11 り 、 谷 を 埋 め た り 、 平 担 化 す る 都 市 に あ っ て 、 こ の 跡 地 に 山 を つ く り 、 変 化 あ る 緑 地 に で き な い だ ろ

うか。 ガ レ キ や 土 砂 を っ き 固 め 、 積 み 上 げ 、数 十 米 の 丘 を つ く る の で あ る 。 規 格 化 さ れ た 遊 園 地 よ り 、子 供

が 自 由 に か け 登 っ た り 、 滑 り 下 り る こ と の で き る 緑 の 丘 、 現 代 版 の 貝 塚 で あ る 。 ( K )

口 建 物 と 樹 木

建 築 基 準 法 の 一 部 改 正 に よ り 総 合 設 計 制 度 が 取 り 入 れ ら れ 、 市 街 地 内 に 計 画 さ れ る 民 間 建 築 に お い て も 公 関

空 地 を 設 け る こ と に よ る メ リ y ト を 与 え 、 積 極 的 に 市 街 地 環 境 の 改 善 を 図 ろ う と さ れ て い る 。

そ の 空 地 に は 植 込 、 芝 生 な ど が 設 け ら れ そ の 空 地 の 環 境 の 向 上 を 意 図 す る こ と が 多 い の で あ る が 、 樹 木 の 性

質 上 ど う し て も 建 物 の 竣 工 時 に は 建 築 主 や 設 計 者 の 意 図 す る 状 態 に な っ て お ら ず に 、 新 し い 建 物 の は れ や か

さ に 比 し て 移 植 し た 樹 木 が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 、 そ の 未 完 全 さ は か く せ な い。

建 物 は 年 月 が た て ば い く ら 管 理 を 良 く や っ て も 自 然 、 と 古 く な り ま た 機 能 の 低 下 を き た す も の で あ る が 、 樹 木

は 管 理 さ え 怠 ら な け れ ば 月 日 が た つ ほ ど 良 く な る も の で あ る か ら 2 年 3 年 後 に 夢 を た く し て 、 建 物 の 竣 工 時

に は 我 慢 す る 以 外 な さ そ う で あ る 。 ( N )

11 
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大 正 ・昭 和 期 関 西 都 市 計 画 年 表

ーーー・・・・・ 安 田 丑作. . . 2.

大 正 ・昭 和 の 建 築 運 動 ー ー… 竹山鳥 祥 夫・ 2  

0 中 尾 保 日 本 の イ ン タ ー ナ シ ョ ナ J レ

建 築 運 動 昭 和12年 .. . . . … .. 2  

0 フツレノ ー ・タウ ト 「建築 と社会」

〈上野伊三郎副 昭 和11年. . . . . . . . . . . . 2  

0 村 野 藤 吾 様 式 の 上 に あ れ ( 上) ( 中) ( 下〉

( 結) 大正 8 年 ー … … ・ … … . 2  

( 読後感 ー・・村野 藤 吾 ) ... 2  

日 本 建 築 協 会 住 宅 コ ン ペ の 歩 み 大 正ゆ年

( 1921) - 昭 和 8 年 ( 1933) … ・坂本勝比古… 2

第 十 一 集 谷 本 蘇 牛 の マ ン ガ 復刻

昭 和 3 年 …・…. . . . 2.

回 編 集 を 通 じ て み た 人 脈 と 社 会

創 刊 号 発 刊 当 初 の 編 集 を 通 じ て

. .. … 佐 藤 四 郎 ・松 井 昭 光… 2

発 刊 の 辞 と 改 題 「 建 築 と社会」 ・目 次 ・会

報 復 刻 . . . . . …. . . ..... .. ... . . . . . . . . . . . . . . .. ... ... .. . 2  

昭 和 前期 の 編 集 を通 じて 一対 談

…・・岡 田 孝 男 ・松 井 昭 光… 2
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大正 ・昭和前期の都市計画の人脈

ー. . . . . 中沢誠一郎 ・三輪嘉男. . . 2  

大阪の近代建築一「建築 と社会」誌より複写一

大正 6 年より昭和 16年 まで約50点、( 前掲) … 2

インテリアデザイン • 
- 職 域 論

インテリアデザイン分野の職域の広がり

- 藤川 宏允・・. 3  

インテリア分野における協力体制ー ホテル

パシフィック東京 …ー …・ーー ー西沢 文隆. . 3  

インテリアデザインにおける協力体制一阪

急三番街の滝の街・・ ー村尾 栄 ・吉引顕久 3

・イン テリアとエ クステリア

内側か らの空間論 .....・ …・三輪 正弘 .. 3  

パブリック空間とプ ライ ベー ト空間

-樋口 治… 3

・人間生活とインテリア

歪んだ空間で彼は考え る …ー 伊吹 弘 一 3

人間行動とインテリアー自分の立場から考

える- ……・・・…・・・……- 平井 進... 3  

くらしとインテリア・ ー一.. ... 坪居 恭平… 3

・エレメ ント論

インテリアエレメン トと 間 ・・中村 圭介.. . 3  

機器化エ レメントのスタディ 住空間の質

と工業化への指標 … 原因明道 ・柴田 潤… 3

建築とアートワ ーク ・…- ーー 多田 美波… 3

・未来の生活とインテリアーイメ ージ案 一.， 3  

都 市 交 通 問 題

4・
回都市交通シス テム のあり方 ・・ 湯川 利和 .. 4  

国自動車交通の現実 と論理… … 平井都士夫- ー4

団居住環境と道路建設… … ・・・・ 住田 昌二 ・4

囚都市交通計画の手法 ー……・・・岩本 康男 . 4  

固ニュー タウン開発 と通勤輸送一泉北ニュー

タウンの場合一 … 田村泰ニ ・速水祥二… 4

回都市交通における物流問題 … 谷 本 谷 ー… 4

回トピックス

道路公害反対運動 ・・・ . . . …小山 仁示… 4

歩道橋のいろいろ

… 一立成良三 ・中谷麻差男 ・倉岡春男 一4

新交 通システムの紹介 ・・・ ・… 西村 正輝… 4

水 利 用

回総 論

近畿圏の水利用… . .  .  .  .  .  .  .  .  .  • .  .  .藤 野 良 幸 ・ 5

水利用の社会的価値の変遜と将来への展望

- … ・・末石富太良[1" ，5  

図各 論

大規模宅地開発 と水質一平城ニュー タウン

の場合 ………. . . . .. . .. . . . . . 一小阪 誉 .. 5  

住宅開発と水質汚濁 …・・……玉井 義弘... 5  

水利用の問題点 ・ ・・・… ー杉木 清 .. 5  

都市生活と水 …・ーー・ ー・… ・・藤原 敏朗 5  

回 用 語 解 説 流 出 係 数 ・都市河川・ S S ' B

O DとC O D ・P PM ・公共用

水域 ・都市下水( 路) ・環境基

準 ・一次処理~三次処理 ・河状

係数 ・賦存置 ・流域面積( 集水

面積) ・流域下水道 ・負荷量 ・

アロケ ーション ・身替 ・原単位

・・・杉木 清編・ 5  

技術の頁117 設備部門 汚水処理の問題( 後掲)

- 飛田 治男 ・・. 5  

量 産 住 宅 の設 備 4砂

回総 論

量産化住宅における設備の問題

…・・上林 博 雄 . 6  

図パイ ロットハウスの設備機器

ナショナノレ住宅ノマイ ロットハウスの住宅設備

.， 河 内 正 明 .. 6  

パイ ロットハウス i DAI OS' 70J の設備

- ー木村 宗光・・・ 6

セキスイハウス E - PH' 7Q型の設備

... 赤井 茂... 6  

クボタハウス S P A型の設備 と工期

… 近 藤 勝一 .. 6  

号

木質住宅の新しい暖房の試み

.......... .. 阿 部 市 郎 .. 6  

量産住宅の設備ーミサワホ ーム

「ホ ームコア 350J …. . . . . …加藤 善 也ー. 6  

コンクリ ー ト系 l 戸建独立住宅 ( I C  S 一

P H) の設備 …ーー ・ー・ ーー池山壮一郎 .. 6  

大林組 コンクリ ー ト系連続建住宅

- ー. . . . . 一小林 満・・ 6

技術の頁 118. 設備部門 給水管 ・給湯管の配

管材料のトラブル( 後掲〉 … 石田 繁夫 6  

都 市 住環 境へ の ア プ ロ ー チ .  

回住環境とは何か ーー一 … ー … 川 上 秀 光ー. 9  

回住環境の評価 と問題点

.... 居住地装備研究会・. 9  

(伊藤靖久 ・河自治吉 ・田中康 ・中野真 ・

甫出裕紀 ・松原徹雄・三谷真喜子 ・吉羽逸郎

1. 箕面市桜ケ丘 2 豊中市長興寺南 3.富

田林市御坊町 4. 堺市南圧町 5. 門真石原

町 6. 東住吉区田辺本町 7.東大阪市大蓮

8. 守口市八雲西町 9. 生野区巽大地町

回望ましい住環境をつ くるために

居住地水準と改善計画一スロ ーガンから科

学的政策へ ・・・・・・・ ーー三村 浩史… 9

「住民参加論」 の諸相 ーー - 広 原 盛 明 .. 9  

行財政制度のあり方… ・・ー・池上 惇 .. 9  

都 市 防 災 4砂

• 

喫都市防災" 特集にあたって・ ・三品 哲夫ー.10

都市災害論 ーー ..... ...一 ー・・・・ 三輪 嘉男 .. 10

千百デパー トの災害をみて

・アンケ ー ト 千日デパー トの火災をみて都

市防災についてどう思いますか一 一 ........ 10

ビノレ側 佐藤鉄雄 ・藤森春太郎

建築家側 大辻真喜夫 ・坂内幾男 ・藤田邦

昭 ・市川宏

市 民 側 望 月 信 成 ・相本哲邦 ・佐藤公次

・三谷紀久子

行 政 側 原桂一郎 ・救仁郷斉

- 千百デパート 火災概況 … … ・・恩田 一則 ・10

再開発と都市防災一 . . . 一…・・村上 慮直一10

大阪市の防災計画- 一- 嶋経夫 ・安藤茂男 ... 10

都市災害に対する対策のあり方

… 堀 内 三 郎… 10

都市災害問題シンポジウム

…・・・ 日本建築協会教育委員会・.10

技術の頁121. 設 備 部 門 超 高 層 建 築 物 の 防 災

設備( 後渇) ・・ ・・・ -ー伊原 二 ・田中隆夫・10

第19回 青 年技 術 者 .  

・設計部門

藤 縄 正俊 大阪大林ビJ レ・堂島関電 ビノレ・・ .11

福田 辰造 ホテ J レレ ークビワ ・伊藤忠健康

保険組合六甲山荘・ ・・・ ・・…・・11

後藤 攻 万 博 プール( 第 1期) … ー…・・ 11

長 沢 丘 幸 御 影 「 万 松 園 」 ・阪急美沢団地 ・・ 11

・構造部門

金 津 正 明 大 阪 大 林 ビ J レの構造設計 ・・・…一11

下伊豆隆三 日本中央競馬会京都競馬場スタ

ンドの構造設計 ・… ・.. . . . . .… ・11

加 藤 裕 造 超高層 ビJ レの構造設計と研究 … 11

飯田 隆 保 浜 岡 原子力発電所の複合型原子

炉建家について ー・… … … … … .11

・設備部門

井 上 良 則 可 逆 形 熱 回 収 式 空 気 熱 源 ヒ ート

ポンプの開発 ー ーー ー・ー…ーー・11

内山 昇千里地域冷暖房地域配管工事の

施工 ー…・・・・……・・…・・……… 11

稲 垣 武 久 近 代 都 市 の 無 公 害 空 調 シ ス テ ム 11

・施工部門

高木 嗣 郎 大 阪 大 林 ビノレの施工計画と管理 11

岡田 善 弘 現 場 溶 接 の 全 自 動化の実施 … .. 11

・計画部門

中 田 雅 資 平城団地配置計画 … ぃー… … ー11

北 陸 の 新 建 築 • 
北陸 とその新建築 - …・…・五 井 孝 夫・.12

福井の建築・… ・・・・ ・ ...... 渡辺 三郎.. .12  

民
守 号

掲載作品

室堂タ ー ミナ J レビルとホテル立山 ・開花亭

・石川県農業共済連 ビj レ・全国信用金庫連

合会金沢支庖 ・富山勤労者福祉センタ ーほ

か3 2<2-. . . .. ………・……一 • .  • .  • • .  • .  .… …  ・・・. .12: 

北陸の印象 - ・・・・・... 作品作風小委員会 ・・12

コ ン ク ー ル
。

第 17回工高生デザイン コンク ーJ レ入選作品

(設 計 課 題 住 宅 団 地 に た つ 集 会 所) .. .  一 1

海 外 写 真 4砂

マオリの家と彫刻 l

マオリの家と彫刻 2 .. . … u … … ー… … … ・… …・. 2  

マオザの家と彫刻 3 …・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・ ・ー・ ・ー・・ ... 3  

マオリ の家と彫刻4 ・・ E  … … ...… … … … … ..  4  

マオリの家と彫刻 5 . . . .  .... .. . …… ・ー…… … … .. 5  

マオリの家と彫刻 6 ・・ ーーー ・ - ー・・ー ー…・・・… B

以上撮影 と 文 . 岩 宮 武 二

アラブの建築と生活 1 メソ ポタミ 7 の民家 ・・・・・ ー.7・8

7 ラプの建築と生活 2 エジプト の民家 ・・・・・・・・・ ・・・ 9  

7 ラプの建築と生活 3 砂中の民家ーアノレジ£リァ ー .. 10 

7 ラプの建築と生活 4 モロ y コOUARZAZAT Eの街 11

アラプの建築と 生活 5 モロ !ノコ F E S のメディ ナ・一 ..12

以上撮影と文・大蔵 勝

技 術 の 頁

4・
113. 構造部門 特殊高カボルトの種類 と特長

ー・… 脇山広三... 1  

114. 設備部門 電子計算機が駆使するタ フツレ

デッキエレベータシ ステム ー吉田 三雄. . . 2  

115 材 料 部 門 超早強セメント コンク リー卜

... 鈴 木 計 夫… 3

116. 施工部門 エフロレッセンス( 白地鼻たれ)

の防止…・ー・・ ・・・… … … 玉越 敏男 4

117. 設 備 部 門 汚 水 処 理の問題 ・・ 飛田 治男 5

118. 設備部門 給水管 ・給湯管の配管材料の

トラフソレ… … … ー… 一- 一石田 繁夫… 6

119 施工部門 タイパックアンカ ー工法

一ー横田弘臣 ・林敬次郎 ・1 ・8

120. 施工部門 コンクリ ー トポンフ。の打設計画

… 三 浦 康 夫 .. 9  

121. 設備部門 超高層建築物の防災設備

ー伊原敬二 ・田中隆夫 ー10

ロ2. 構 造 部 門 建 築 構 造K 用いるための溶接

金網について ………. . . . . 竹本 俊雄一 .11

123.施工部門 地下工事における水替排水計画

… 石井 正徳… 12

法 令 コ ー ナ ー
。

53. 建築基準法第38条の建設大臣の認定基準

について( 案) (伊地知徳春)

54. 建築協定( 菱田公造) ・・…… … ・・・.. ..... 2  

55. 特定建設業について( 河島 潔〉 …ーー 3  

56. 日照権と建築基準法( 本多正道) ・・・・ 4  

57. 排煙設備および非常用の照明装置に関す

る告示について( その 1 ) (平林孝) ・... .. 5  

58. 排煙設備および非常用の照明装置に関す

る告示について( その 2 ) ( 平林孝) ..... .  6  

59. 消防法施行令の一部改正K ついて

( 田中隆夫) .  .. 7・8

60 予備電源( 清原省三) ........ . . . …ー… 9  

61. 大阪市の道路位置指定基準( 鞍谷信保) 10 

62. 大阪市における開発許可制度の概要

(香川順司) ・ 11

63. 内装制限について ( その 1 )  ( 前野良規) 12 

ク ラ ス メ ー ト
。

80. 京 都 大 学 昭 和12年卒 ・…・ 0 ・… ・……・… 1

Ｈ大賀 ｒｾ 夫 ・ 村島彰 ・ 白石博 三 ・ 滋辺道陣 ・ 論議次郎〉

81. 西野田職工学校 昭和尚年 3 月卒 ・ー・. 2  

( 大掲富司 ・毛串1]1草・田畑久雄・録本治・東野茂ほか 9 名〉

82. 大阪市立都島工業学校 昭和 17年 卒 … … 3

( 繊山忠 ・多国英之 ・小鉢周一郎 ・妹尾幸夫 ・橋本秀雄 ・

滑水六郎〉

83. 関西工業学校( 現大阪工業大学) 昭和 16年卒

( 石川消 ・川村統之 ・飯岡村夫 ・隊本修三 ・山間摺〉

4  

W

M
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84. 京 都 高 等 工 芸 学 校 昭 和 18年 卒 … … … .. 6  

( 岡村実・平塚精・高婿秀雄・奥野清一・安岡良治・高久昌夫)

85. 日 本 大 学 昭 如16年 卒 … ・ … … ・… … . . 7・8

Ｈ岩崎弘 ・ 大坊弘 ・ 長尾昌 ・ 総ｾ忠雄 ・ 望書本餓治Ｉ

86. 早 稲 田 大 学 昭 如26年 卒 ・・・ー… 一 … . 9  

( 策袋公明 ・井上演・岡村良三・縫合掌平・玉造正・8塩飽昭司)

87. 婦 人 建 築 工 芸 技 術 研 究 所 昭 和 17 ・18 ・19

年 卒 ー. . . . ... . . . . .. . .. . . ー. . . . . . . . . . .... .. ...1 0  

( 小林雅子 ・沢井香 ・角野3号子 ・字賀多美子 ・藤飯久子

ほか 14名)

建 築 の 眼

組 織 を 考 え る ・も の の 原 像 ・断絶l ' ) J l緋 ・建 築

科 の 教 員 ・- 一

専 門 知 識 と 隣 接 知 識 ・身 の ま わ り の 空 間 ・大

阪 の 水 ・建 設 関 係 の 諸 学 科 . .. . . . .. .. . . … .. . . . . . . . 2  

市 民 と 建 築 家 ・求 め ら れ る 評 論 ・腹 6 分 自 都

市 ・高 校 の 専 攻 科 ー…・・…・…・ … ーー ・ … 一 3

豊 か な 創 造 性 を ・集 ま る と と と 分 け る 乙 と ・

ドア ・工 高 に お け る 建 築 教 育 の 将 来 …・・・・ 4  

進 歩 の 代 償 ・建 築 に つ い て ・非 常 用 避 難 屋 根

・工 高 建 築 科 の 専 門 科 目 …. . . . . . . . . . .... .... .... 5  

老 舗 に 学 ぶ ・そ れ か ら ・そ の 日 の た め に ・高

校 の 定 通 教 育 … ・ … …

以上担当 : 山 本 純 孝 ・紙 野 桂 人 ・森 谷 習 作 ・乾 亮 三

ポ J レ / 建 築 ・ 「 個 人 」 の 荒 廃化 を 歎 げ く ・冷

房 の 季 節 ・建 築 現 場 の 合 理 化 - … ・ーー … 7・8

職 業放 棄 ・も の の 機 能 ・ラ ッ シ ュ ア ワ ー ・情

報 整 理 と そ の サ ー ビ ス ー ー一 一 … … … … … . . 9  

は っ き り しな い こ と ・機 能 の ラ イ フ サ イ ク ル

共 用 の 施 設 ・大 衆 の 理 解 … … … ・ … … … … … .10

座 屈 ・機 能 の 反 義 語 (ant ony mト セ カ ン ド

ハ ウ ス ・台 風 … … … … … … ・・… … … … … … ・ ・11

無 駄 な 抵 抗 ・空 間 の 単 位 ・ガ レ キ の や ま ・建

物 と 樹 木 - 一 … ・・… … … ・・・・… ー・… ー… 12

以上担当 : 能 勢 善 樹 ・大 久 保 昌 一・楠 部 年 彦 ・庭 屋

浩二

読 者 の 頁
。

鼓動の年から紐動の年へと努う「新ij ! J 第 l 回大会( 蓮仏亨) 。

建築家第 2 回大会聞かるー「建築家の危機」をテ ーマIC ( 蓮

仏亨) 。新事l紹介 ・札 オ '1 ンピゾタ施段 ・・・ ・・・・ ・・・・ ・・ ・・・・ー 1  

建築金物界 Ic58年( 安回誠一) 。超高層住宅のシステム化 IC

成功 ・ー・・ ・ー ー ーーー・ ・ … … … … … … … … 2

人工島の沈下地盤における若干の訟み( 西村正邦) 。大然悶火

災IC思う( 問中隆夫) 。読書感忽文 3 題ー堺市立工業高校生・・ ・3

「教育研究全国集会に怠加して J ( 柴田正己〉 一. . . . . . . . . 4  

E主材安員会質疑応答。インターナショナル建築。南側の車窓

から。読書感恕文 2題一堺市立工高生東大寺他 ・・ 一 .. 5  

獄死の 都市( 焔中幸雄 ) 0  i 建築協会の体質を改善するため

IC愚話を呈しました J ( 山悶修) 。大阪大林ピル ・大阪国際

ピ1Vo . . . . . . . . . . ー… ー 一 …. . . " . . .. …. . . 6  

H o mo  t i mes ( 畑中幸雄) 。レジャー用カプセルハウス。

恩師上野伊三郎先生の死を悼む( 星広文) 。レーニン賞受賞者

決まる。「 建築主事倹定 ｾＧＱｦ ｊ に関する依頼について ＮＮＮ Ｗ ・ Ｘ
「第32回日本文化をたずねて J IC怠加して( 鈴木忠五郎) 。

堺市立工高生銃後感 4 題 ー・・ー・・・ ・・ ・・ ・・・ ・・ ー・・・ ー・・・ ・・ 9  

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス
。

京都の景観はみんなのもの。「鯵波宮祉を守る会」要望書。

近鉄学国駅駅前総合開発計画の表彰式。文化 ・芸術を発展さ

せる行政を要望。虹の街と滝の街オープ ン。セキスイハウス

PACγ ステム。大阪件学シンポジウム で都市問題。市庁舎

建設をめぐる中の島問題。新f l I 大阪も主Hl ! tl 提出。ライト設

計の! 日山邑邸保存の動き ー・・・ .. .... . . . . . . . . . .  .. .. .... .. 1  

泉北パイロットハウス。瀬戸内海の汚染にメス。街の小さな

博物館運動 ・・・ ・・・・ ・a ・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・ ・ー ・・・・・・・ ー 3  

昭和47年度科学校術週間について。 ガス機器 IC新検定制度。

大正プレス工崎。 ARCHI TE X T N. l. 。世界の都市開発販

売と貸出し。町づくりとわたしたち( きたない町から住みよ

い町IC) 大阪市立小学校児賞作文集。 ・・…・・・ ー・ ー. 4  

高槻市への開発許可事務の委任。レジエ展開催。日本建築協

会創立記念日の集い。役員 ・委員の見学と懇親会。ピルの中

lζ 緑の森林一大同生命本社ピル ・・・・ ・・…・ ・・・・・ ・… .. .. .. .. 5  

建築家の聡能の髄立に関する要望書Eと家協会大会亘書。泉北

ヤングタウン ・・・・ ー・…・・・ … … … … … … … .7・8

大阪府建築士会創立20周年記宅事業終る。l l ! 鮫省建築研究所

の秋季講演会。日本万国博覧会公式記録。中之島をまもるた

めに。第 9 図よるず相絞住宅展四本会の展示窓紹介。 ー・・ 9  

大阪府 ・市とも総合計画の再検討。「鉄筋 コンクリート構造

計算規準 0 971年改定) J の取扱いについて。自動ピル洗浄

y ステム開発。訪中ミッション報告。ヨ ーロッパのセントラ

ルヒ ー ティングの報告書 ｾｯ 現在鉄骨縫工技術の疑問点Ｈ鈴木
忠五郎) ・・・・ ーー・・ ー •• ...... .... .. .... .... .. .... ... ..1 0  

野西部市住宅会議開儲さる。 新刊紹介。 ・MA NAGE ME

T  GUI DE  T O MODERN  I NDUSTRI AL  L I GH 

TI NG。大阪から公害を なくす府民大集会開催される。第19

回大阪府建築コンクール作品推薦( 自他胸) のお願い。材料

t ; t 験報告書はナンセンスか( 鈴木忠五郎) ... . . …・ ・・ .. .12 

レ ポ ー ト
。

1

・
・

9
ι

也

会

徹

A

ロ

逮

橋

済

角

経

西関

・

想

…

題

構

…

間

本

…

街

基

一

下

の

地

発

と

開

発

会

開

総

再

本

市

日

都

西

T

 

r

・
‘

，

1

1

 

Oper ati on  B R EA KT H RO UG H を見る

ーー. . . . . . 山本康雄 3

リー ス の 役 割 と 現 状 ( P R ) … ・ … 国 友 民 三 郎 6

デ ー タ 通信 と 建 築 • 
4砂

3.  DE MOS  F RA P( GEN) ー 守 谷 一 彦 ・ 1

4. DE MOS  F R AP  ( B LD ) ー 守 谷 一 彦 .. 2  

5. D Y NA  ( 骨組振動 解 析) ー佐 藤 雄 二・1

6. E C HO- A… 一 … … … … … ・・石井 武 則 … 4

7. 新 し い 建 築 ラ イ ブ ラリ ー (1) 杉 本 俊 一 … 5

8.  i D E MOSJ を 利 用 し て ー 小 菅 与 三 一 … 7・8

9.  i D E MOSJ を 利 用 し て ー西 国 尚 晃ー. 9  

10. デ ー タ 通 信 の 現 状 と 将 来 ( 段 終 回 〕

ー 塚 本 和 孝… 10

都 市 の開 発 的 保 存 。

3.  DUB R OV NI K . . . . . . . . . . . … 加 藤 晃 規… 1

無用のシンボル ・城壁

4. ZURI CH ・・・・ … ・ … 鳴 海 邦 碩 ー 2

川の下の高速道路

5. R OT HE NBUR G …・… ー… 永 井 征 二 ・. 3  

観光開発と保存

6.  L OND ON .. . . . . . . . . … - … 中 岡 義 介 .. 4  

オープンペースを速Bえする遜河

7.  BATH. . ......... …  ... . . . . 山 本 康 宏一. 5  

イギリスにおける保存修長計画の一例

8.  L ONDON. ・ー ーーーー 一 回 端 修 … 7・8

セントポール寺院境内 の再開発

9.  WE S T- BE RL I N  

.. .C .  Gr uneber g & 安 昌 寿… 9

戦災都市における保存問題

10.  UR BIN O …. . . . .・ … … ・ ・ … 加 藤 晃 規 一 11

イタリア の開発的保存

11.  W I LLTA MSBU R G  .. 一 … 池 端 猛 .. 12

忘れられた町から歴史公倒へ

日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り 。

1. あいさつ ・ニュース ・誌験設置紹介〈その 1) 1∞Ot 大型機

造物圧縮幽 げE主験織 ... . . . . .... ーーー・田・・ー. . .. .. .. .. 9  

2. 設立当初を顧みて ・ニュー ス ・試験設置紹介( その 2) 曲げ

訟験合… … … . . " ..・ H ・... . . .. . . . . . . . . . . . . . . ... .. . . … 10

3. 財団法人日本! l ! 築総合法験所第二次拡充縫設唆工式 ・ニュ

ース . t ; t 験設置紹介( その 3 ) 駿荷床およびストロングフ

レーム ・・・・ ー ・ー. . . . . . . … … ー ・ ー… .11

4.第二次笹備計画終了に寄せて ・ニュース . ｾ式験装置紹介

(そ の 4 ) 全自動 l 槽式凍結融解試験機. ・・ ・・・・・・ ・・・・ ・ー・・12

若 い 会員 の 集 い レ ポ ー ト 。

若い会員の集い ・46年度事業報告・ ・・ ・・・ ーー・ 7・8

1 伝統工芸をみる会( 高木富夫) … ・・… ……・ 0 ・・ ・… 7・8

2 航空般の良造工程を見る会( 北岡靖ー) 3. ふるいまちとあ

たらしいま ちシリ ーズ仙一伊根消 舟屋のある集落 ・祭を訪

ねて( 中国稚資) ・ ・・・・ ・ - … …  ・ー・ … ・・ 11 

投 稿 記 事 ・論 文 ( 前船 。

詩 ・風 の 朝 ・ ・ ・・・・・… ・ー ー港 野 喜 代 子 .. 1  

鼓 動 の 年 か ら 騒 動 の 年 へ と 誓 う 「 新 建 」 第 1

回 大 会 … . . . . . 一 … … … … ....;m仏 亨 … 1

建 築 家 第 2 回 大 会 開 か る 一 「 建築 家 の 危 機 」

を テ ー マ lζ ・ ・・・ ー・・ … ・蓮 仏 亨 … 1

建 築 金 物 界l ζ58年 .. . … … ・ ・安 田 誠 一… 2

ナ イ ト テ ー ブ ル … … … ・・… … ー … 南 原 七 郎 3

ア ン ケ ー ト 掲 載 と 美 術 ガ イ ド (A R T) ・・・…… 3

人 工 島 の 沈 下 地 盤 に お け る 若 干 の 試 み

ー . .. .. 西 村 正 邦… 3

大 然 閣 火 災 に 思 う ・・・…・ ー・・田 中 隆 夫… 3

教 育 研 究 全 国 集 会 に 参 加 し て ー 柴 田 正 己… 4

南 側 の 車 窓 か ら ・・ー … ー ー … … 畑 中 幸 雄… 5

瀕 死 の 都 市 … … … … … … … … 畑 中 幸 雄… 6

建 築 協 会 の 体 質 を 改 善す る た め に 慾 話 を 呈 し

ま し た ・・ー・. . . …. . . . . .. .. … - 山田 修 … 6

桂 中 学 み で あ る 記 ・・ ・ ..... 東出 清 彦 .. 7・8

未 来 を き り ひ ら く 学 校 づ く り 川 内 俊 彦 ... 7・8

高 松 古 墳 と タ ル ク イ ニ ア 彩 色 壁 画 古 墳

.. . .. … … 本 多 正 道 一7・8

大 阪 市 の 新 用 途 地 域 制 に つ い て

… 上 回 隆 夫 .. .7・8

H O MO  T I ME S  .. . . . . . . . . … ・畑 中 幸 雄 ... 7・8

「第32回 日 本 文 化 を た ず ね てJ ，ζ 参 加 し て

. .. . . 鈴木忠 五 郎… 9

現 在 欽 骨 施 工 技 術 の 疑 問点 . . . 鈴木忠五郎 .. .10

号 号

一• 
追 悼 記 ( 前娼〉

恩 師 上 野 伊 三 郎 先 生 の 死 を 悼 む ( 銑 者 の 頁 欄 ) 7・8

小 西 泰 造 氏 死 去 ( 月 間の動き 欄) ・… ・ … … - … 9  

中 山 富 久 君 の 突 然 の 死 ( 月間の動き繍〉 ・…. . . . .11 

シ ン ポ ジ ウ ム
。

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 一 世 界 の 工 業 化 住 宅 と 開 発

商 品 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム ーー… 一 - …. . . 7・8

雑 4砂

年 頭 の 乙 と ば 72年 を 迎 え て .. . 塚 本 猛 次 .. 1  

本 年 の 抱 負 … - ・ 日 本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 … 1

建 築 ク ラ ブ ど 案 内 …・・ … … … … … … ・・ ・ … … 11

第 ＵＳ 築総目録 Ｈ 昭和 ＴＷ 年 Ｑ 月号 ｾＱ Ｒ 月号Ｉ ・12
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昌ニ
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4砂

阪急ターミナルピル新築工事の見学会。灘の生一本菊正宗拍

宝蔵の見学会。会員の受賞。オ ール建築人ボウリング大会。

Jll 6回若い会員の集い ふるいまちとあたらしいまちシリー

ズ(3) ゲストを囲んで総括座談会。建築データシ ー トの『パァ

クナンパー』の販売について。強築データシートの継続発行

について。『未来の生活とインテリア 』でイメ ージされるもの

を募集 ・・・・・・・ ・・…・・ ・ー・ー ー・・ -ー ・・ ー … ・・・ 一一一 1  

泉北三原台パイロットハウスフェア のど家内。実務 IC直結し

た建築工事別説明会( 第 2 回) m築鉄骨の現地溶接J 。大

阪で施工中の超高層ピル見学会シリーズ( 第 2 回) 大阪国際

ビルディング新築工事の見学会。京阪くずは体育文化センタ

ー並びI C< ずはモ ール街新築工事の見学会。大阪で施工中の

超高層ピル見学会シリーズ( 第 3 回) 大阪ロイヤルホテル新

館新築工事の見学会。創立記念日の集いー記念講和 ・映閣と

祝賀パーティ。郷 7 回若い会員の集い「舶をみる会 J 0  . . .  2  

大阪で施工中の超高層ピル見学会 ν リーズ (第 4 回) 大阪大

林ピル新築工事の見学会。開通した山陽新幹線を利用して新

岡山駅並びに倉敷市民会館の見学会。昭和47年度第 i 回若い

会員のj j ! い「伝統工芸をみる会」。細則の一部改定について

.  3  

通常総会議決報告。長谷寺の怠符とぼたんの観賞 ・撮1<会。

兵陣県抵保川町の永富邸見学会。日本住宅公団千島市街地住

宅建設工事の見学会。 ー・ ー・・・・0 ・・・・・ ・・・…・ ー- … .. 4  

信楽の近江化学陶器( 株) のタイル工場見学と新製品の品解

会。堂島関電ビルディング建設工事の見学会。名古屋市民会

館新築工事並びに熱田神宮会館その他の見学会。定時評II 員

会決議お知らせ。昭和47- 8年度選出評議員の選任。近後建

築会館建設資金借入金の一部償還当選お知らせ。日本建築協

会昭和47年度収支予算。. .  .  .  .  .  .  .  .  .  . …- … … … … … … 5  

字治の貨繋山崎福寺の怠揮と重文ならびに新築建造物の見学

会。大石寺本堂建立工事の見学と富士五湖めぐ り(第 2 回) 。

昭和47年度日本建築協会常役妥員会委員。通常総会開催通知。

'73年版会員名簿発行についてお願い。会員の受賞。昭和47

年度理事会都分事。 . .. . . ... .. . .. .. .・ ・ ・・ ・・・ 6  

大石寺本堂l l ! 立工事の見学と富士五湖めぐ 円 (第 2 回) 。関

屋の上村邸新築工事の見学会。第 2 回若い会員の集い『航空

機の製造工程をみる会』。第 3 回若い会員の集い「ふるいま

ちとあた らしいまちシ リーズ(4)J ー伊根揖i : 舟屋のある集蕗

・祭を訪ねて。 第 9 回よろず相談住宅展開催。 通常総会決

議報告。姫路市文化センタ一新築工事の見学会。大間生命本

社ピル新築工事の見学会一ピルの中 K 緑の森林がある一。泉

北ニュータウン光明池ハウジング ・プロジェクト共同住宅設

計鑓技募集。青年技術者の串なさまへ。昭和46年度事業報告

・決算報告。 … … … 一. . . ーー・ ーー.. .. .. .... .. .. ... 7・8

m演会「建築技術者のために J 一千目デパートピル火災 IC学

ぷ。大阪で施工中の超高層ビル見学会シリーズ( 第 5回〉一

節 2 回 ・大阪大林ピル新築工事の見学会。京都ロイヤルホテ

ル新築工事の見学会。大阪で施工中の超高踊ピル見学会シリ

ーズ〈第 6 回〉ー第 2 回 ・大阪国際ビルディング新築工事の

見学会。副会長松村雄吉氏逝去。昭和47年度茶室見学会( 第

l 回) 慈光院の茶室見学の会。建築クラ ブの設立。会員の受

賞。和歌山 ・東海各支部の役員選任。泉北ニュ ータウン光明

池ハウジング ・プロジェクト共悶住宅設置1鋭技募集。 ・・・ ・・・9

実務 IC直結した建築工11I別説明会( 第 l 回) i 新しい防火材

料と工法について」。大林ハウソング( 株) 八日市工織の見

学と紅葉の永源寺多持。昭和47年度茶室見学会( 第 2 回) 奈

良の茶室見学会。修学院鍛宮の停観( 予定) 0 京都御苑内仙

制御所の拝観。オール建築人ボウリング大会。J l l 13団関西郡

市 ・住宅金議開催。職員の退職。 一・ー ー ・・ー ー・ ........ ... 10 

第 4 回若い会員の集い「伝統工芸を見る会(2) J 。峻工開館後

の千里レジャ ーセンタ ー ( セルシー) 新築工事の見学会。 '73

年阪会員名簿発行についてお騒い( 第 2 回〉…・ ・・・・・ ・・・・ ・・11

第18回工高生デザインコンク ール入選者。アデュー 1972年忘

年恕親会。主ｾ築 Ｖ 図体合同新年交礼金。 … … … ー … … 12

日 本 建 築協 会 月 間 の動 き .  

昭 和46年 11月 分 … 一
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妓術教育と技術者教育( 吉国光邦)
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北陸とその新建築
五 井 孝

北陸l立日本本州中部の日本海{ 目IJ の地方、西から福井、石)11 、富山、新

潟の 4 県( 旧北陸道すなわち若狭、越前、加賀、能登、越中、越後、

佐渡の 7 ヶ国 ，の地域を指し、背梁山派によって太平洋側と隔てら

れて之と風土的性絡を著しく異にしている。殊に冬期は特徴的で晴

天の 多い太平洋側に対して 北陸は深雪多湿で日の目をみることが少

〈、こんなところからか衷日本と呼ばれ、歴史的にも開発が布 くれ

ている 。又北陸 4 県: ! 風土的には 共通した多くのものを持ちながら、

地勢的には分断きれており、従来各県孤立的な傾向が強かった。即

ち県境毎に山 {ま海に迫り、新潟富山 の疑は貌不知の難所となって国

鉄北陸線に国道 8 号線が並んで僅かに通じ両県を結んでいる。自山

と石川は倶利伽羅トンネルにより、石) 11、福井両県は牛の谷峠とト

ンネルで通じ、福井県は更に国筏の山脈は高〈、越前と若狭が隔て

られ長い北陸トンネルと海岸道路で辛じて繋がれている。 この狭長

な北陸地方は背梁山脈で表日本と隔てられ、内では各地方に分断さ

れているため、従来は夫々の地域で表日本との繋りを求める傾向が

あり、夫々のルートを通じて新潟県は関東と富山県は中京と福井県

は近畿との結びつきを強めてきた。

最ー近の開発は次第に広域の構想、を必要とせざるを得なくなり、北陸

を一体として考えると共に一方て・は新潟県は関東圏に、富山、石川、

福井は中部圏に、福井県は又近畿圏にも包含されて考えられている 。

しきりに日本海時代の到来が叫 ii ' れ、日本海沿岸諸県が相連携し

て対大陸構想を練っている 。

かくて全国綜合開発計画以来、広域生活圏としての北陸地方は新全

国綜合開発計画にそい、中部圏開発整備計画、北陸地方開発促進計

画等が急速に具体化され、各所で外見的な変貌をみせ初めている 。

そのうち最も期待されているものは北陸新幹線と北陸自動車道路で

あるが、あとの 2 つの計画は共にその地域に新潟県を含めておらず、

岡県は人口、面積共他の 3 県を併せたものに匹適する大燥であるが、

前述のように地勢的にも他の生活闘に結びつけた方が都合がよいの

であろうか。在来の民家では富 山県境を界に東は柱割lの間取寸法を

用い、西は畳割を採用してきたように何か風土的な界が与えられる

のかもしれない。計蘭によれば北陸新幹線も長野県から宮山県に入

っている。

かくて ここ では新潟県を除< 3 県を以て 北陸を考えることとする 。

さてこの地方の新建築についてであるが、新建築はまづ喜B市に集ま

るので 3 県を代表する 3都市についてみる 。 富山、福井は工業都市、

商業都市として夫々の性格を有し、夫々の地方の中心都市と して発

展してきたが、いづれも l被災をうけ更に福井は大震災もこうむ った.

復興計画により新しい現代都市に建り、人口も戦前に倍々する径の発

展をみせているが、従前の最も特徴的な部分を失ったせいもあ って、

戦後の復興都市共通の面貌を持ち、未だ充分に自前の貫禄を示すに

至っていないのは物足りないが、万事が激動的な今日にあ って l二土

だ止むを得ないことであろう 。地方色豊かだった北陸 6二、こ の

化と工業化の時代に、全国共通の技術と材料を以て、新 しい建築が

この問題にどう答えて行くかは興味ある問題である 。例え! ! '

特色などが造型的に個々の新建築にどのように現われて くるとるう

か、恐らくそれはむしろ都市の全体像の方によ く出て、るのでu h

いかと思われる。

石川県と金沢市は幾分事情を異にしているよ うだ. 地理的に



と直接繋りがうすく、戦災を免れた金沢は風水害其他の災害にも見

舞われること少〈、百万石の城下町の面影を多分に残して、近代化

の最もおくれた都市であった。然しそれだけにまだ多くの緑と固有

の風致を残し、戦後のがむしゃらな復興開発の奔流から免れて、他

県の事態を傍観する丈の余裕があったわけである 。 ここでは保存と

開発の論議が常に盛んであったが、立ちおくれのあせりを制 し切れ

ず、設近に到って急激に都市改造と新しい建築が目立ちだした 。 し

かし前述の如〈多くの伝統的遺産は自らその影響力を及ぽし、他市

に比べれば未だなにがしか以前の文化都市的風格を維持しているか

のようである 。特に現知事は市中心音11の環境整備と美化に非常な熱

意を示し、兼六圏、金沢城主上周辺の整備に情熱をそそいでおられる。

かくて下本多町、出羽町辺には公園の森を背景に MR O放送会館、

金沢観光会館、社会教育セ ンタ一、社会福祉センタ一、青少年セン

タ一、能楽文化会館、県立美術館等の新しい建築が軒を並べ、しか

もこれらはハイレベルでケレン味がなく、古い石垣や生子塀にも調

和して金沢らしい落着きを醸し出し つつ ある 。市中を貫〈国道 8 号

線はビジネス街、繁華街を走り、近代化が盛んであるがその新建築

は他の都市と異るところのないも の である 。 武蔵ヶ辻にはもっか市

によって再開発事業の北陸初めて の超高層ビル( 高さ 70m) が建設中

である 。 更に香ネ材方にも再開発事業の高層ビルが来年着工される予

定である 。 然し現在の市中は慨ね保存を重視して、金沢市の風格維

持に努め、将来を駅西地区、すなわち北陸線以西、金沢新港にいた

る新市街建設にかけて着々計画を進めている 。

ところでこのいささか太平ムードの金沢の街にこの春一騒動が起っ

た。兼六園の近〈、風致地区を 一歩外れたあたりにー旅館が出現し

たが、その奇矯な形と鮮烈な色彩が市民を電撃した。正にかなえの

沸〈ごとくとでも形容するよ うに市民の声が挙ったが、勿論初めは

反対論が圧倒的に多か った。伝統美、都市美の点から、これは環境破

壊と攻撃され 、北国新聞にこの問題についての賛否の投稿は 1 ヶ月

間に 50 通を超えたという程であった 。金沢市の伝統環境保存委員

会は施主と設計者を呼んで懇談し、伝統環境にふさわしい色彩に塗

直すように要望したが現在まだそ の ままである 。金沢商工会議所は

議員懇談会の賛成を得て、原色建築追放をはかる建築物外装色彩規

制条令の実施を市当局に申入れる決議をしたと伝えられるが、どう

やら色彩論争が新しい局面を迎えることとなった。 こうした或日北

国新聞にはー 頁全面を使って大々的キャ ンペーンが行われた。市内

著名会社30数社は協賛の名を連ね、問題の建物を淡〈パックに浮か

せて、 「色とは何か」 の大文字が読者を篤かせた。 そして色彩の理

論と偏見、好悪、創作、表現の 自由な どについての簡明な小論が載

せられたが、ついに建物と色彩、環境との関係には触れることなく、

いささか問題がすりかえられて肩すかしを食った感じがしたが、背

景の建物は明かに問題の建物で、こ の キャ ンペーンはその強力な援

議射撃であったと思われる 。 その 日の夕刊に再び大きく頁を割いて

設計者の主張が掲載された。 これで市民の声はピ夕 、y と止まってし

まった。 表面的には騒ぎは静ま ったよ うだが、今尚市民の心の中で

はくすぶり続けているよ うだ。建 物の色彩問題でh は数年前にも 一度

あったが、都市環境と建築の色彩をめぐ って市民が関心をもち、伝

統、環境、美観、商業主義などにつ いて市民レベルで問題にされ、

論じられたことは珍らしいことで、 2，3の建築関係の雑誌で取り上

げてこれを紹介した。 そしてこの問題を通じ地元の建築家の側から

一編の論文も発表されなか ったことの方が更に大きなショ ックであ

ったという批判もあった。

この建物と時を同じくしてもう 1 ヶ所強烈な原色建築が出現したが、

これは都心を外れていたので直接市民の問題にはならなかったようだ。

又この騒ぎの最中に市内第ーの繁帯街で 4 階建の建物前面を真赤に

塗り変えた底輔があったが噂にもならなかった程に市民の反響はな

かっf こ。建物の色彩は建物とその環境に強〈関連していることを人

々は知ったのであろう 。新建材の色は槌せ易〈、問題の建物もやが

て金沢の環境にとけこんでしまうかもしれない。下本多町のオーソ

ドックスな新建築群に対し、反抗 し、主張し、市民を電撃し続け るに

は作者は今後も根気よくこの建物を塗りかえてゆかねばなるまい。

しかしこの事件によって市民の中に案外脱伝統金沢の気運のあるこ

とも知らされた。

きて近頃地方町村に思い掛けない新しい大規模建築が建てられてい

〈ち 町 と

るのをみかける 。石川県では口能登方面で、東京に事務所を持つ地

元出身の建築家が精力的な仕事を続けているのは注目に値する 。

( ごいたかお 五弁建築設計研究所所長・日本建築学会北陸支部長・元金沢美術

工芸大学教授)

福井の建築
渡 辺 三郎

213cm、1963年 1 月における福井市の積雪記録である。それまでに

各家々は何 回も屋根の雪をおろしているし( 雪おろしとはあまりい

わない、雪かきという ) 、道路の除雪も行われているので、人々はう

ず高〈つまれた 雪の壁の聞を往来する 。 このときばかりは、車は一

週間ほどとだえたが、通常の雪では自動車は十分走りまわっている。

だから、東京て' 雪が10cm桜って交通がマヒしたなどのニュースを 聞

くと、われわれは首をかしげるのである 。

こ・の雪は、福井の建物の構造に大きな響影を与えている 。大野市の

場合など、長期で 630kg/m' 、池震時にも 315kg/m' をのせて算定しな

ければならない。鉄骨造の場合など雪のない地方では考えられない

ようなごついものになる 。 しかし、構造を除いては 、この雪の影響

は、建築の機能 ・意匠にあまりあらわれていない。

福井市の中心街、ぞれは大都市の都心を少しはずれた 一角を切りと

ってきた風景といってよい。 その理由の一つには、福井市が一夜の

空襲で市街地のほぽ90% を焼きはらわれ、つづいてその 3 年あとの

大震災でまた大きな被害を受け、そのあと、整然? とした区画整理

が行i われたということもあげられるであろう 。 だが、 小京者日といわ

れてきた大野市でもこの傾向はかわらないし、武生市でも古い町家

の家並みの中を流れた水路とそのかたわらにつづいた松並木を、今

はもう見ることができない。戦前からの伝統をもっ福井大学の建築

科があるだけに、福井は地元の建築家が活躍しているところである。

これらの人々は、個々の建築物としては、すぐれた高い水準の作品

を生みだしている 。 しかし「福井の建築」といえるものが、まだ築

かれていない。 まして、古い福井の風情にかわる「新しい福井の街」

をつくりだすことができないでいる 。 これは建築家ばかりがもがい

てもて' きることて' はないカ f ・・ ・ ・。

この稿を書いているいま、福井の空はぬけるように青い。午後 2 時

における快晴の年間平均日数52 日、その貧重な 1 日である 。 この空

も先日の福井火力試運転開始以来、 S O，の濃度はぐんぐん上ってい

る。美しい松原をほりくずしつつ 、福井新港 ・臨海工業地帯の造成

が始っている 。 「列島改造 J f 工業再配置」のかけ声がかかる 。 いま、

われわれは、 「福井の建築」を創りだすために、すでにすすんでい

る「デザインの再配置 J =  f 拡散」に抗しなければならないのでは

なカ‘ ろうヵ、。

( わたなべさぶろう 福井市・渡辺建築梅造設計事務所長)

21 
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白 山 県 中 新 川 初 立 山 町 芦 時 寺 プ ナ 坂

固 有 林( 室 堂 )

5，222m'  

14 ，745m'  

R C 、 6 F 、 B 1  

昭 和43年 9 月~昭和47年 8 月

/ '  

， 

所 ぜE 1也

ｾＮ＠

室 堂 タ ー ミ ナ ル と ホ テ ル 立 山

、

ー

建築而f l ' 1

延 間 千ll(

.f'，Y1泣 規 校

工 J t 11

村 田 政真 建 築 設 計 事 務 所

前 田 建 設 工 業 北 陸 支J吉

雪十設

施

中晋11山岳国立公園の名主任立山の其下に広がる、

海抜 ＲＵＰＰ 米のｾ堂高原 ＱＺＧ ある 。 厳しい気象に対

処 す る ほ か に 、 自 然 の 大 景 観 の 中 に 、 い か に 建

築 を 躍 り こ む か が 大 き な 課 題 で あ っ た 。

幾 度 か 広 い 高 原 を 歩 き 廻 り 、 山 頂 か ら も 見 下 し

て 、 漸 〈 造 形 の あ る べ き 姿 を 見 極 め た。 す な わ

ち 大 自 然 に 雄 々 し く 対 決 す る 対比 の調和こそ、

景 観 と人工が堅〈結ばれる所以であると; むを決

したのである 。

タ ー ミ ナ J レ 部 分 は 、 そ の 機 能 に こ た え て 、 水 平

に 長 〈 山 I首に沈めた 。 ホ テ ル 部 分 は 、 自 然 の 斜

商 に そ っ て 、 客 室 苦[1分 と 共 同 部 分 と に 分 け て 髭

恕 し た 、 特 殊 な 平 面 を も っ こ つ の 7 スを 一 つ の

大Ａｾ恨の下にまとめた 。 索中トでダイナミ ｹ クな

表 現 を 意 図 し た の で あ る 。 単 純 な 大 屋 恨 の 斜 線

に対し、 打 放 し コ ン ク リ ー ト の 荒l荷に、 一 部 木

の 厚 板 で化 粧 した 外 貌 は 、 期待 以 上 の i在感と人

間自ｾなうるおいをそええたと Ｎｾｴ っ ている 。

( 村 回 政 英 村 田 政 iit 建 築設計・)' ; 務所 )

エ
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石 川 県 農 業 共 済 連 ビ ル

設 計 二 木 建 築 設 計 事 務 所

施 工 治 山 社

所 在 地

建 築 面 積 529. 855m'  

延 面 積 1， 602 .  107 m'  

構 造 規 模 R C、 3 F 、 P 1  

工 期 昭 和43年 11月 ~ 昭 和44年 8 月

全国信用金庫連合会金沢支庖

設 計 日 建 設 計 東 京 事 務 所

施 工 清 水 建 設

所 在 地 石川 県 金 沢 市 尾 張 町

建 築 面 積 703m'  

延 面 積 2，676m'

構 造 規 模 S R C 、 4 F 、 B 1  

工 期 昭 和4a年 10月 一 昭 和 45年 9 月



金 沢 工 業 大 学

設 計 大 谷 幸 夫 研 究 室

施 工 池 田 建 設

所 在 地 石 川 県 金 沢 市 野 々 市 町 扇 ヶ 丘

主ｬＡ［ｾ而似 (本館l 3，281. 22m
2

(土木工学館l 1. 063 .  56 m'  

延 商 術 ( 同 上 l 8  ， 863.  08 m
2  

( 同上 l 2，916 . 25m
2

桃 iit 規 模 R C 、 4 F 、 B 1  

工 期 昭 和42年 4 月 一 昭 和44年 6 月

金沢美術工芸大学図書館

設 計 釣 谷 建 築 設 計 事 務 所

施 工 安 原 建 設

所 在 地 石 川県金沢市石引

建築節税 444m
2  

延 而 術 807m2

榊 巡 規 模 R C 、 2 F

工 期 昭 和41年 3 月一昭和 41年 7 月

青木クッキングスクール

設 計 繁 建 築 指 十 事 務 所

施 エ 清 水 建 設

所 在 地 石川県金沢市長田T 1 丁 目

建築面術 228.  586m
2  

延 面 積 496 .262m2

構 造 規 模 R C、 3 F

工 期 昭 和46年 4 月ー昭和46年 9 月



百万石ヤングレーン

設 計 品 川建 築 事務 所

施 工 飛 島 建 設

F斤ィ'JO j也 石 川 県 加 賀 市 山代 温 泉

挫 築 面 的 2. 777. 27m'  

m; 立線技 S 、 1  F  

工 ｊｾｉ＠ 昭 和46年 12月 -11前 日47年 8 月

さ い と う 旅 館

設 計 パ ン デ コ ン 建 築 研 究 所

施 工 本 国 工務 J吉

所 街 地 石川 県 金 沢 市兼六 元 町

主11; 築而絞 207. 91m'  

延 面 総 779 .66m'  

村』造規模 R C 、 5 F  

工 期 昭 和46年 11 月~昭和47年 4 月

さ い と う 旅 館 内 デ ザ イ ン テ ーマ は 3 つあります。

・池 築 の 情 報 性 的 た か め 方 一 一 一 建 築 の 内 部 の は

た ら き と そ の 所 在 を わ か り や す く 外 部 へ 伝 途 す

る . 建 築 は 、 そ れ 自 身 が 巨 大 な 広 告 俗 で あ る .

・例有性的たかめ方一一ーイt l ! . と 異 な る 点 、 特 徴 、

そ こ の 1ニI也 、 そ れ を 狙Eて る 人 的 ど う し ょ う も な

い ク セ を つ よ く う ち だ す 。

・ 7 ア ツ Y ヨ ン 建 築 一 一 一 こ れ か ら の建 築 は 、 い

かめしい、かたひじはった、; 正紛Eなもの、 illlill な も

の 、 前 々 し い も の 、 公 式 の も の か ら 、 経 い も の 、 自

由 な も の 、 ふ ざ け た も の 、 や わ ら か な も の 、 日 常 生

病 の も の 、 卑 俗 な も の 、 気 の は ら な い も の に な る .

こ の 3 つ の 観 点 に た つ と き 、 処 築 の 外 袋 内 消 色 と

い う の は 有 効 な 方 法 で あ る 。 さ い と う 旅 館 の 場 合 、

外 慢 の 打 放 し コ ン ク リ ー ト 向 上 に 、 ア ク リ ル 系 附

JJ官 愉 料 で 旬 、 あ ざ や か な 若 草 色 に お 在 っ て い ま す 。

( 近沢可也 パ ン デ コ ン 建 築 設 計研 究 所 )

片 町 ビ レ ー ジ ビ ル

設 計 施工 戸 田建 設

所 布 地 石 川 県 金 沢 市 片 町 1 丁目

ill 築 面 的 540.  100m'  

延 而 m 3.669. 341m'  

村'tili 規 校 S R C、1 F - 3  F 、R C、4 F- 7 F ; P 1

工 期 昭 和46年 2 月~昭和46年 12月



石 川 県 林 業 会 館

設 計 二 木 建 築 設 計 事 務 所

施 工 治 山 社

所 在 地 石 川 県 金 沢 市 +三間町

建 築 而 術 316. 232m'  

延 而 手Cl 1 ，634.  033m'  

川 iit 規 絞 R C 、 3 F 、 B 1 ， P  1  

工 期 昭 和44年 7 月~昭和45年 6 月

U」』而LLI  

f呆
=FtヨlI!i: 

設 計 建 築 企 画

施 エ 森 山 工 務1吉

所 在 地 石 川 県 鹿 J川 市 田 鶴浜 町

組 築1商 機 281. 3m'  

主 昌 商 械 241.  4 m'  

*_¥t;1i 鋭 棋 R C 、 1 F  

コニ 期 昭 和 43年 9 月 一 昭 和 44年 4 月

所

石川県立七尾高校図書館

設 計 建 築 企 画

施 工 能 登 土 木 建 築 工 業

所 在 地 石 川 県 七 尾 市

主 主 銭 面 積 332 . 9m'  

主垂直I 事責 644. 5m'  

mi 怠 規 模 R C 、 3 F  

工 期 昭 和43年 12月 一 昭 和44年 8 月



生主

ムι 原 医

設 計 川 瀬 建 築 事 務 所

施 工 三 友 建 築

戸斤. ( E j 也 福井市宝氷 3 丁目

建 築 而 積 262. 87m'  

延 而 m 600. 73m'  

桃 iit 規 模 R C 、 3 F  

工 期 昭 和46年 4 月~昭和46年 11 月

1¥ 木 氏

設 計 品 川 建 築 事 務 所

施 エ 戸 図 建 設 大 阪 支 后

所 在 地 板 井 市 燈 明 寺町

主 ｾ ｕＧｩ而 Ｑ Ｇ ･Ｑ 421.  95m'  

短 llu fl'1 545.  05m'  

椛 i2I 規 校 R C 1 昔日W 、 2  F  

コこ J切 昭 和45年 5 月~昭和46年 4 月

伊 藤

設 計 伊 藤 建 築 事 務 所

施 工 大 里 子 建 設

所 在 地 福井県大野市城町 1 - 14 

建 築 面 積 91. 74m'  

延 面 積 102 .74m'

榊 泣 規 桜 W 、 2 F  

工 期 昭 和46年 6 月~昭和46年 10月

院

基B

基B



富 山 市 立 図 書 館

産 業 奨 励 館

日 新 建 築 設 計 事 務 所

佐 藤 工 業

日 山 市 新 総 1111給

1，212 m'  

7 ，089
m

'  

R C、 7 F  

昭 和43年 10月 一 昭 和45年 4 月

計

施 工

所 街 地

建 築ifn.fi '1

延面干ｾｻ

m造 規 模

工 期 !

設

富山県議会議事堂

4

2

「

4

戸
川

設 計富山県営繕課・県設計監理協会

施 工 佐 藤 工 業

所 イE 池 宮 山 市 新 総 i泊輪

怨 築T沼紛 2 ，196 . 80m'  

，延 而 干1'1 6，010 .  21m'  

情 i立規悦 S R C、 4  F 、8 L P  1  

期 昭 和45年 3 月 一 昭 和 46年 2 月

富山勤労者福祉センター

設 計富山県営繕課・県議十臨霊協会

施 工 佐 藤 工 業

所 在 地 富 山 市 呉 羽

建 築 面 積 2，123m'  

延 面 積 5，497 m'

機 造 規 模 R C 、 4 F 、 8 2

エ ｊｾｬ＠ 昭 和46年 3 月 ー 昭 和 47年 4 Fl



関 西 電 力 美 浜 発 電 所 |側 山 内 商 庖 社 屋 | 慶

設 計 : 三 菱 原 子 力 工 喋

施 工 : 大 林 組

所 主E !也 稲井県災方郡美浜町丹生

延 而 積 19，320m
2

榊逃走見桜・ R Cー 膏II S

工 Jtl I : 昭 和43年 7 月ーH自利47年 2 月

設 計 : 日 端 建 築 事 務 所

施 工 : 三 木 組

所 在 地 : 福井市和聞東町稲井問屋センター内

建築面積 852. 56m
2

延 面 積 1. 685 . l 1m
2  

構 造 規 模 R C、 3 F 、P 2

工 期 昭 和46年 9 月~昭和 47年 6 月

F 晶 『

撤 邸

設 計 匠 住 宅 設 計 事 務 所

施 工 : 石 橋 工 務 盾

所 夜 地 ・ 稲井市内守二 f耳l町

建築而税 96. 67m
2  

延 岡 械 143. 12m'

m造 規 模 w、 2 F

工 期 : 昭和47年 2 月~昭和47年 8 月

富 山 県 立 図 書 館

設 計 信 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・ 佐 強 工 業

所 在 地 沼山市茶屋町206の 3

建築面積 2，092. 7m
2  

延 函 徽 ・ 3. 713. 7m
2  

榊 造 規 桜 R C一 部 S 、2 F 、B 1  .  P 2  

工 期. 昭和43年 8 月ー昭和44年 7 月

一 一 一Ｍ｟ＮＮ， ｾｾ一司 ｲ てｊＮＡＮＮ・ ｾ ＮＱ ｟｟ｴｉ司ｾ 戸 ｾ ---. 〓
ー 也ｾ九、 ､ 曹界・Ａ

ー 一一一一ー 、 ， ‘ ι ・.. ・

官

一
回

県 武山 i董 館 富 山 市 中 央 農 協 奥 田 支 庖

設 計 . 日 新 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 今 浦 組

所 在 地 Ｑｾ￭ 山市久方

建築商積 129 . 17m
2

延 面 積 251.  99m
2  

構 造 規 模 R C 、 2 F  

工 期: 昭和46年 10月~昭和47年 3 月

設 計 : 富 山県営 鎗課 ・県設計監理協会

施 工 : 日 本 海 逮 奥

所 在 地 富山市牛島

建築而械 I ，01 1. 16m
2  

延 而 械 ・ 2. 943. 42m
2  

構 造 規 模 S R C 、 3 F

工 期 昭 和46年 8 月~昭和47年 3 月

北陸銀行コンビューターセンター

設 計 : 日 建 設 計 名 古 屋 事 務 所

施 工 : 大 林 組

所. ( f _ j也: 富山市奥田新田T67{番地の 2

建築面積 1，737. 85m
2

延 而 繍 8，559. 35m
2  

榊 造 規 紋 R C 、 4 F 、 B 1 、 P 2

工 JUI 昭和44年 11月- 1I11.f D45年 7 月

30 

朝 日 生 命 富 山 ビ ル

設 計 : 竹 中 工 務 庖

施 工 . 竹 中 工 務 庖

所 在 地 ・ 富山市新桜町 4 得 28号

建築面積 717. 420m
2

延 面 積 5，048. 460m
2

構 造 規 模 R C 、 7 F 、 B 1 、 P 2

工 JUI: 昭 和45年 8 月一昭和46年 10月

A7 

宇 奈 月 グ ラ ン ド ホ テ ル

設 計 : 箔 見 一 級 建 築 設 計 事 務所

施 工 鴻 池 組

所 在 地 : 広 山 県 下 新 川 郡l宇 奈 月 町267

建築面積 2，431. 22""

延 商 積 109. 38m
2

構 造 規 模 S R C 、 8 F

工 期i 昭 和43年 12月ー昭和145年 7 月



北 陸 の 印 象
作品作・胤小 委 只 会

北 陸 三 県 と ひ と く ち て い っ て L 、それぞれ災なった顔をねーっている。

日径のr ，f ，{ 十上 、住u-t: Ｎ 金沢、高山 のーＺ Ｎｬ ｬ ， ｾｲｩ 所Ｈｉｊ也をＢ，心とした ｊ 司 Ｑｅ

しかできなかったが、これら 三 ｲｬｩ の ｉｾｉ にも、局、 ｬ ｕｉｾｊ 、目安 史的 IHl JI 前に

おける差呉[ 立大き t 、。

花¥)1: は 6 車 線 の 道 路 が .M 1状に定り、品、j f ' i したっふりとあり、市、

人とも余裕をもって針〈 。 大目1; di 近 郊の ベ ッ ドタウンといった J!li l1' I'I

である 。

それは富山についてらいえる ③ か の イ Ｑ ・ Ｔ うな ｾｉｉ［ 凶川を之さんで、 ｲｬｩ の

米古1; にあたる呉羽山から の 眺望: 土、f I 然環Jえを如災: ニ物 l，ft る rli 械

はrrt:i J習の コンクリート j立が桜然' : . .U:. ちJ主び、そ の周辺見わたす| 浪

り出や知! の広がり の 中に IH日; 係カ'I¥J{ (1: し、i : [ f 興の宮司kや"， JJ 、円よ〉の

矧がたなびく 。 1. i ' ち完u十f 令lEI ーという安定! 必がある 3

道路・ ｲｾ ｩ￬Ｇｦの浮か、公刷、 ｲｾ ・庁 ｩ 灯、依然 ｬｬｲ の 配 ｲｦｌ｜ 都 ｲｬｩＺ 土 ＱＱＱ ，かよっ

たところがある 。 わずかは 刀 ・リ の Ｑ 域紛［ の ｕ ，と、ゎ ｔ か ， ｾＮかり の 伐 の

ファサード 、周 辺 の広大乙・自然ととら: 二、そJ . l : ; rJ i  K の いこいであ

り、利下11的 ン ン ボ ル てあろ うか。 そh : ) : ; どこ. こで L ある J血)j m;di 

の 持 つ 顔 で あ る う。

ノ7金沢! 二特異である a そl . l はそ の日正史的 ; a見.こ b だねられる 1好が

大きい 。 街は ｔ Ｗ Ｚ 路、釣形路、袋小路が多 〈 、しか ｌｪｍ ￌｴ ｩ が ＱｾＨ < 、

少 し づ っ I的り < i. りア ッフ ダ ウ ン がinしい 街路とあいまって、 IHJ

家、出合iむなど L 適度に Ｇ￰，Ｚｾｾ ＺＮ｟ 、スケール Ｈｉｾ J にし JIζ 常: ニ減jfr!:ぶからた

れる。戦災にあわなかったことで、 lj i . 日時本位. の城下町 IJ' ノ?に '1 きづ

いているといえる 。 それがｾ［白色 ｾ｜， ＧｨＧｩ の ， ｬ ｴＱ ｓ さに端 ＨＱ ｾ＠ J  ｾこ ｊ 瓦われている 。

駅前から香林坊を通り、犀川Ｉ､， ･ｾ こ可、る、いわゆるメインストリー

トの混雑さは、東京、大阪の ラ ソシュ B.l' 佐みであった 。

建 築 お よ び 建 築 界の現状と して 、悩) j : 県で: まハイレベル の むの があ

った 。 優秀な作品は数社の設，) 1・組織にかたよる傾向にあるが、 1]: ぃ

の情報交換は主認めて密てあると L 寸 伝統 Ｈｉｾ J に" /:んだり教えられた

りする機会が多〈、貨を保っていこうと t 、う姿勢がうかがえる ＧｊＧｾ＠

務 所 の y ステムとして、スタ ソフ: 土地 J l: II¥身. ( l が多 く、建築の 嵐 悦

も含めて、 トータルにやって内ける 'Jn! さがあるのだろう 太 郎 di の

ーパ組織と比べてまことに う " やましい

富 山 は 県 や 建 築 団 体 が リー ドし 、大千ゼネコン の 設，H地工によるむ

のが多〈、大ｲＮｊ［， ｈ Ｗｬ 亜流 Ｚ こおさまり、ｻ打，ｊｩＺら討ｾ［ ｾＤＡどしたｾ長をまぬが

れない 。 そのＢ，にあ っ て域 Ｓ 亦公開Ａ二 ， せつ玄 ､ｩ 問 Ｇ ｉｉｾＺ ￟ＮＧｾｾ ｾ呉［ｊ［ ｊ 山山絡の

県立国首館 ｾｩ 、そ の ロケーシヨＯとあいまって ｩ￬Ｚ 口Ｚニ ｦｾＱ する ｣

金 沢 l立、武家屋敷f M: . Ｍｴｾ樹、寺院などの旧 Ａｩｬｬ ｾたと現代建築の、保存

と ｭＮｊ 発の相主ｾの坊である 。 ｊｦｦＯＮｾ阿を Ｇｉ Ｇｦ以にした ー 述 の， 也ｾＱｩￏＧＺ二、 ｊｌ

ｊ 白 状例 、 規枝、レベルとら ＷＷｪ 生であり、公 ｲｾ￬ｬ や城跡、 の 紋とむ、ｉｬ ｉｊ 去の

J!.UL ともマ ッチ している ｌ か し 、 ｊｚ か の 太郎分 の 地法，ｾ、モータ

リィセ・イションに代表さl . l る di l¥: 7l 'トー治[，)Lr¥: 7】変 化 :ことまどい、 iiL

， ￭［ ｌ 化の係十 ＱＱ をｾｾ Ｎし て 、、 る 。 武 Ｑ 絞ヶ ｪ 上向ｊ［ ｦ｝ ＧＵￎＷＮや、 ､ｩ ＧＱＧ を ｾｽｉ 析する，ｩｉ阿

ｪ 直路など、資本 の， ￬ ｩ命ｊＡｉ｜とエコ Ｇ がｻ変Ｇ光する Ｑ［ ｊＮｬＧＩ、 ｴｾｲｬ ー になるのは ｦ ｊＺｩの

対: 鋭以 上に地元 fj: 氏であら う。 住築|見I f 系打 、fj ニi己の 主主 Il lI jに よ る 住 民

の ｦ ｬＡｬ ｊ からの ｲ［ｾｬ カｾＮ ffli di ，; ｬ￯ｩｫｪ の 必 ＧｾＧｉｴ がＡさ ヒ らｊＮｬる

十 ｬ ｴ ｪ 科 ｩ ネ ｹ トワーク、モータリ ｊ セＧイションの ｾ｢ 主Ｚ土、 ｰＧｧＨｘ に 「 らし

さ」を 追 欣する 「句 しさ」 とはt ' l 立 '1;1ーのある '1てJ 丙聞に I)'J イ1・し、ま

た そ こ の fi: 民カワ号りとする L の で あ る な り 去 、 守 っていくニと以」二

に創造ーしてゆかねばならない L のであろう &

北 陸一: 県にはまだそ の 余 地 コ 残 き れ て い る と 人 る 4

数 ｲ ， の安只が主 ηＨｈｈｉ Ａ こＪＢｾ験 ｌ 三印守 ｩ を王土 ｆ うたむ の て Ｎ ちＧ Ｉ 、たト ｌ ｴＮＺ・ ｩｬＡｲ 土ずｩｌ ｢ あ

るかと思うが、その点 i二ご百五紋 下さt 、e

なおスケッチブック欄( 9頁) ，二も北陸の新建築を集録してあります。



日本建築総合試験所だより 4 GE NE R AL  BUI L DI NG RE S E ARCH CORP ORA T I ON 

第二次整備計画完了，受注金額 l 億円突破( 昭和47年 3 月決算) ，テ

ニスコート ・職員旅行など厚生面での整備， 一 昭和47年は当試験所が

大きく飛躍した年でもあった。なかでも，第二次整備計画完了は最大の

出来事であったが，乙の年を終えるにあたり当試験所副理事長 ・東畑謙

三氏よ りのど挨拶が「試験所だより J K 寄せられた。

第二次整備計画終了に寄せて

東 畑 謙 三

当試験所が昭和39年春lζ 設立され，第一次計画のときに物価の値上り

などによって果せなかった し( 別 t 構造物圧縮曲げ試験機並びに建築界

各方面より の要望の多い大型壁の耐火試験，音響 ・熱関係の試験の設備

を完成したのが第二次整備計画であります。第一次計画が完成して業務

を開始してから 4 年，西日本唯一の建築総合試験所としてよく創立の目

的を達し，事業的にも経理的にも好成績をあげて来ましたがとの点をよ

く認められ，大阪府市より多額の補助金を加えられ，また業界よりも第

一次寄附金IC加重して乙れまた多額の資金を出していただき ，当初より

の念願の上記計画を果したものであります。

l， OOOt 試験機設備は坂静雄所長直接指導のもとに製作したもので，

大型立体構造物の繊荷試験などに利用するため最大荷重 l， OOOt はもち

ろんの乙と ，大型化した試験体，多目的の試験方法に適用できるように

なっています。

熱音響の試験設備は乙れに対し，一線を新設し ，公害問題のやかま し

き折柄，実大壁体の遮音性能や熱貫流率の試験なども行なうようにでき

ており ，従来からの耐火 ・防火部門K加えて，今後，建設省の指定試験

機関としての役割を充分発揮する乙とでありましょう。

第二次整備計画もようやく出来上りましたが，乙 れからはその逮用い

かんという乙とであります。宮公庁の補助目的と建築業界の要望lζ 答え

るべく各自ー庖の努力をいたしていますから ，各方面でも当所設備をど

活用下さい ますよう ，よろしくお願いいたします。( 本民験所副理事長)

| ニュー ス |

テニスコートびら き 開 催 さ る /

音響 ・熱試験棟新築にともなって，今回試験所敷地内にテニスコー ト

1面が新設され，そのコ ー トびらきを10月14日( 土) 開催した。コ ート

びらきは坂所長の始球式で始まり ，ひき続き参加 9 チームによるト ーナ

メント試合IC移ったが，熱戦の末，第 1回優勝杯を十倉 ・西チ ームが獲

得した。

職 員 構 成

本書式殴所 : 愚 お5 吹田市i i 白台 5丁目 125 電信/ 千里局 (ω 8) nー ω91代表

大淀分室 : e  531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 竃医/ 大阪 ( 06) 351 - n 1 7  

| 試験装置紹介 ・その 4 I  

全自動 1槽式凍結融解試験機

本試験機は A S T M C - 290 "水中! とおける急速凍結融解K 対する コ

ンクリ ー ト供試体の抵抗性試験方法" の規定1[. 適合するように製作され

たものである 。

乙の試験は コンクリ ー トIC期待される耐用年数について何ら量的の尺

度を与えるものでないとされているが，コンクリ ー ト品質の変化が乙の

方法で定められた凍結融解サイク J レに対する抵抗性におよぼす影響を明

快に示す乙とができる。そのため，特殊なコンクリ ー ト材料や コンクリ

ート 用化学混和剤などの性能評価を行なう場合にも，判定資料の一部と

して乙の試験はしばしは利用される。本試験機は，コンクリ ー ト試験体

と熱交換媒液( エチレングリコー J レ水溶液〉を入れるステンレス製の断熱

された試験槽，凍結のための冷凍装置と融解のためのヒ ーターによる加

熱装置，および定められた凍結融解サイク ルを所定の回数まで自動的に

反復させる制御記録装置からなっている。コンク リー ト試験体は10X 7.5

X 40cmの角柱形で，乙 の大きさの試験体を一度 Ir31;; ドまで試験する乙と

ができる。試験槽Ir は乙のほかにコントロ ール試験体が 1 ; 本常に投入さ

れているが，これは同形の試験体lζ 制御用の温度測定装置を埋め込んだ

ものである。凍結融解サイク J レは A S T M C- 290 の規定によって与え

られており ，試験体の温度を +4. 4

0

Cかる - 17. 8

0

C の間で交互に上下さ

せ， 1サイク J レの所要時間が 2 - 4 時間でなければならない。 さらに 1

サイクルのうち2596以上の時間を融解のために用いねばなら ないなど，

温度曲線の勾配について詳細な規定が設けられている。乙の試験機を運

転するときは，その規定を満たすように制御装置の調整を行なう。

凍結融解サイク J レの繰返しをうけてコンクリ ー ト試験体が凍害を受け

る程度は，試験体のたわみ共振法による動弾性係数の測定値の変化によ

って示される。乙の試験装置と試験方法は J I S A1127" 共鳴振動によ

るコン クリ ー トの動弾性係数 ・勤せん断弾性係数および動ポアソン比試

験万法" によっている。

なお乙の試験機l立

当試験所lζ 設置され

てから 4 年余りを窪

過しており ，はじめ

は故障が多発したが

主要な機器を取替え

などした結果，現在

ではかなりの連続運

転IC対しても信頼で

きるようになった。

昭 47. 11 末現在全職員数 51名

凍結融解鼠験機

本 試 験 所 所 長 ( 1)  ， 副 所 長 ( 1)  ， 事 務 長 ( 1)  ， 主任研究員 ( 5) ， 研 究 員 ( 2) ， 試 験 員 (12) • 

研究員補佐 ( 3) ， 試験員補佐 ( 2 ) ， 事 務 職 員 ( 9 ) ， 嘱 託 ( 1  )  

大 淀 分 室 分室長兼主任研究員 ( 1)  ， 試 験 員 ( 5) ， 事 務 職 員 ( 4) (  ) 内人数
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123 施 工 部 門

地下工事における水替排水計画

1. 一般事項

水替排水計画が立案さ れ， 実施され， そしてそれが成功するために

は，つぎの 3 つの条件が揃 っていなければならない。

・排水計画に関連した調査を十分に実施する乙と

A. 土質調査

B. 地下水位の調査

C. 透7. 1<度の調査

D. 海，沼，池，河川 との距離と地層の連結性等の広域的な地質資料

E. 掘削時期，季節による降雨，水位の変化

F. 工事用排水施設 ( たとえば公共下水道) の排水能力

・各種水替排水工法の特点と欠点を前もって知っておくこと

・施工管理が十分に行なわれること

2. 地下水位低下の意 義

地下水位を低下せしめることによって，われわれはっさに示す各項の

ような利益をうることができる。

(1) 土留壁に加わる様方向荷重の軽減 土留皇室に作用する静水圧はその

水深と水の単位体厳重量の穏であり，掘削が深くなれば非常に大きなも

のとなって，変形や破壊をきたす場合もすくなくない。またこれに対処

するために大きな部材の切ばりなどを備える結果，工費のみならず作業

能率を著しく低下させる 。これらの不利を取り除くために地下水位の低

下を図る 。また水圧の軽減のみならず，有効応力も増大するゆえに主働

土圧を小さ くし受働土圧を大きくする効果をも有するため，土留墜lζ 作

用する土庄の軽減!こ有効である 。

(2)  クイックサン ド，ヒ ーピング現象の防止 浸透水圧が一定限度以上

になると，粘性土地盤においては，いわゆる「盤ぶくれ」と称する「 ヒ

ー ピング現象」が発生し，砂質土地盤においては「ボイリング現象J が

あらわれ，クイックサンド状態lζ 進展する 。その防止策として地下水位

の低下を計る。

¥ン

石 井 正 徳

(3)  斜面の安定 地下水の流出による斜面の崩壊を妨止するために地下

水位の低下を計る。

有効応力 も増大し ，

支持力の増加を計る

乙ともできる。斜面

の安定のみにとどま

らず，地すべり防止

工法としても地下水

位の低下が有効であ

る。

G.L 土0

↓  

.. マー

ii f J e  

-・“・'"'_ 11 _;.:. 
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(4) 揚圧力の軽減 被圧水圧を低下さすと とにより揚圧力の軽減が期待

できる。土塊の重量 ( W) <揚圧力 ( U) の場合は掘削敷き面が押し上

げられて事故が発生する。地下水位を低下さすととにより，土塊の重量

( W)  > 揚圧力 ( U) となり掘削面が安定する。

G.L土日

ヱf 被圧水位

υ  砂層

(5) 粘土層の圧密の促進 地下水位を低下せ しめて土塊の浮力を取り除

く乙とは上載荷重の増加と等しい効果がある。乙の現象を応用して地下

の軟弱な粘土居の圧密を促進し ，強度増加を図るととができる。

事少

(6)  湧水防止 地下水位の低下を計る乙とによって，ときκ は浸透流を

しゃ断するとと もある。乙れによって土留矢板函や底面からの湧水を防

止し ， ドラワ ークも可能となる。乙れによって工期工費は軽減され，同

時K 安全性も高くなる。

"  ... 

‘ ; !九J

‘ｾＱＧ＠
11 
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3. 排 水 工 法

掘さく工事に有害な湧水を減少あるいは防止する対策を大きく分ける

と. 排水工法と止水工法とになる。止水工法は対象としている地点また

は地域に地下水が流入する乙とを物理的，化学的に阻止するのに対し

て，排水工法l土地下水位の低下をはかり ，工事の安全性と経済性を確保

する乙とを目的とする。

パイピングやヒーピングの防止のみならず土の有効応力を増大せし

め，その結果土のせん断強度が増大し，また粘土の圧密を促進するとと

ができる。

排水工法の代表的なものを分類すると，つぎのようである。

A  重力排水法

釜場工法，フ ィJ レタ ー井戸工法，ディー プウエル工法，ゾーメンスウ

エル工法

B  強制排水法 (真空排水法)

パキュームウエ J レポイント工法，パキュームディープウエル工法

C  電気浸透法

電気回結工法

( A) 釜場工法 乙の工法は古くから一般に用いられている方法であ

る。すなわち掘さく敷地内に設けられた釜場と称する水だめに湧水を集

め，ポンプ( 水中 ポンプ，パーチ カJ レポンプ，ヒュー カツレポンプ等) に

より敷地外へ排水する方法で，比較的透水性のよい砂レキ庖で掘さく深

度の浅いしかもポイリング，クイックサンド等の発生する心配のない場

合IC用いられる。現在は木枠またはコンクリ ート 枠で作られた集水井戸

のζ とを釜場と呼んでいる。集水井戸は掘さく面積の大きさに応じ 2 -

数カ所設ける。井戸径は通常0.9- 1. 2mで，深さは掘さく敷きより 1 -

1.5 m程度深くする。

(B ) フィルタ一井戸工法 乙の工法は従来の釜場工法を改良したフィ

J レター井戸( ケ ーシングにスリットを設けてストレーナーとしその外周

にフィ J レタ ーとして粗砂あるいは際を充填した もの) を設け ，掘さく工

事と同時にポンプ揚水を行なう工法をいう。

( C ) ディープウエル工法 とれは最近とくに根切りの深層化にと もな

い，被圧水圧による災害を防止し，安全に工事を進める目的で・透水のよ

い層 lζ 用いられるととが多くなった。乙の工法は ，図 IC示すごとくスト

レーナーをつけたケーシングを設置し( 深井戸の乙と) ，ポンプ湯水を

行ない，地下水位を低下さす工法で，ディ ープウエ J レの間隔は 15- 20m

位にとるとよい結果が得 られるようだ。なおストレーナ ー管の底には必

ず底プタを設けておかないと思わぬ失敗をするか ら注意してほしい 。

切梁

〆

ディープつエル

水中ポ ンプ

( D ) ジーメンスウエル工法 乙の工法はドイツのジーメンス ・パオ ・

ユニ オンが研究し ，普及させたもので，小 口径(0.2m) のケーシングのな

かに径 150協 の サクションパイプを入れたものを 6 - 12m間隔 IC I 列あ

るいは長方形にまたは円形lζ 配置し ，とれを一本の集水管 lζ 連結し ， 1  

カ所 ( C設けたポンプで地下水を湯水し下水管 lζ 排水する工法で，透水の

よい地庖で掘さく深度の浅いと乙ろに採用するとよい結果が得 られる。

( E ) パキューム ，ウエルポイント工法 一般にウェルポイント工法と

呼ばれている工法で，次図にその概要を示した。
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A. ウヱルポイントポンプ B. パキュームポンプ C. ゲートパルプ D. へ ッダーパイ プ

E. ライザーパイプ ( E' ウエ ルポイント) F. スイングク a イント G. デリ ペ リーパイプ

〈排水管〉

わが国では透水係数 ( k ) が 1 X  10-
3

c m/Sec- 6  X  10-
2

cm/Sec程度

の地屈にとのウエ J レポイント工法が適しているようである。工法の機構

等についてはすでにど承知の乙とと思うので説明は省略する。

注意事項のみ列記すると，通常のウエ J レポイントの 1段当 りの水位低

下可能深度は 6 m前後なので 1J安当りの深度は 5. 5∞m を最高 として計

画する。ウ エJ レポイントのポンプの台数は全湧水量から決ま って くるが

通常はヘッダーパイプの延べ長さ80m伎に 1台位である。 1台の揚水量

は1. 4ur/mi n程度で・ある。ウエルポイン トの間隔は通常 1. 0- 1. 5 mとす

る。 L 本当りの湯水量は土質によって変化する。通常透水係数5 X  10-
3  

C皿/Sec で 2.5t/mi n， 1  X  1O-
2

c田/Sec で 7 t/mi n， 3  X  1O-
2

cm/Sec で

25t/ mi n， 6  X  1O-
2

c  四/secで4Ot/ mi nである。

ウエ J レポイント工法は万能選手でないのでその計画 IC当つてはつぎに

示す地庖の配列と水理条件による難易度表をよく見て計画してほしい。

運転開始時期についてはよく計画されているが停止時期については無

計画であったために構築物が浮き上った例をよく聞く。とれは構築物の

荷重と浮力のバランスをよく考えて計画すれば問題は起らない。

地層のa :Jl 1と水理条件による重量易度表

91 1  I @ 

8 ⑤ eト

7  

圏 6

Il 5  • 
4  

度 3 e J e j  

2  

1 ・

.  @ ・ .
。 。
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( F ) パキューム，ディープウエル工法 乙の工法はディ ープウエル I(

パキュ ームを併用した工法である。効率が非常に惑いのであまり使用さ

れていないようである。

工法の選定

ν  1/  門 v  

/  同一 d"'l
件 C

.l fhι トー - e f  
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b  
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工法の選定は土屈を構成する土の粒度分析の結果より排水計画選定図

表I( 示す粒度曲線より概略的に判別すればよい。乙の表は一般的なもの

で排水計画をたてる一つの目安となるものであ って，実際の採用にあた

っては，その改良型や複数の工法の組合せを取り入れなければならない

場合も多い。地層の成層状態，各地屈を構成する土の相対密度， コンシ

ステンシー，地下水の性状( 自由水か被圧水か等々) はもちろ んの乙

と，工事の性格，周辺に及ぼす影響など多角的な観点からの検討を行な

ったうえで工法の選定，計画，実施を行なう。

図について説明すると

a の範囲= 水中掘さくをす る方がよい

b の範囲= 理論的重力排水可能な範閤

c の範閤= 水頭が大きくなりすぎて場水圧の発生等の危険のあるとき

は強制排水法が必要

d の範囲= 強制排水法( 重力排水のみでは時間がかかりすぎる)

e の範囲= 強制排水法

f の範囲= 色気告書透工法

シル ト給土寸

- 重喜考 地下水 ( 自由地下水，被庄地下水) とは
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地下水 〈自由水面・被圧水面〉の槙式図

自白地下水とは，その水面が通気帯と直接に接し，土中に おける大気

圧の表面を限定している地下水であり，乙の水面が地下水面( 常水面)

である。

被圧地下水とは，その上限，下限を不透水性の地層によって制限され

ていて，地下水面をその地層内に有しない地下水をいう。多くの場合，

被圧地下水は自白地下水の下位にあって乙の両者は粘土，シルトなどの

不透水層によって隔離されている。したがって粘土，シ J レトなどの下に

ある砂や際厨には被圧地下水があると考えて被圧地下水の水圧を測定し

ておくとよい。被圧地下水の場合，深井戸または水位測定井内の水位が

被圧地下水面( 位) というととになる。

( い しい まさのり K K大林組本庖工務部、



日本建築協会

月間の動き

昭和47年10月分

理 事

， . 6.  

=  

18日 正午 ｾ Ｑ 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか 9 理事

宮飼兵庫，井手京都支都長

議割 1)定時評議員会開催の件

(2)忘年懇親会開催の件

(3)建築 6 団体新年交礼会開催の件

(4)事務局職員定年退職の件

(5)ヨーロッパの都市と建築調査団派逃の件

(6)  r建築益礎工法と実例」講習会開催の件

(7) 入退会者承認の件

(8)報告事項

a  第19回青年技術者選衡結果報告その

他事業報告

b  会計報告

編集理事会

26日 ｏ 時 ＱＵ 分 ｾ Ｑ 時半於会館集会室

出席者 福田副会妄，彦谷編集委員長ほか

2 名

議事(1) 1 建築と社会J 雑誌費収支状況と見込

(2)広告体制そのほか

事 業 委 員 会

見学会小委員会

3 日 Ｖ 時 ｾ Ｗ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者堤副委員長ほか 2 名

議事( 1)9月に実施した見学会の報告

ＨＲ ＩＱ Ｐ 月 ｾ ＱＲ 月の見学会企画について

(3) 48年 1月以降の見学会企画について

広報小委員会

4 日 Ｖ 時 ｾ Ｗ 時半於会館集会室

出 席 者 三 品 副 委 員 長，小泉，木地幹事

ほか 2 名

議朝 1)3会共催による「建築技術者のための

一千日デパー トビル火災に学ぶー」講演

会の実施報告

(2)第4 回展示写真の実施企画について

(3)防水関係説明会の実施企画について

若い会員の集い小委員会

5 日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 奥 尾 ， 佐 々 木 ，西村幹事ほか 8 名

議事(1)女性委員紹介

(2) オール建築人ボウリング大会の事務分担

次第等について

(3)第 4 回伝統工芸を見る会の企画について
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(4 )海外視察の企画内容について |  出 席 者 力 武 副 委 員 長，加藤幹事ほか 2 名

(5)競技設計の企画について |  議事( 1 ) 1 建築構造設計プ ログラム ・ライプラリ

(6)第 5 回「建築家に諾を聞く会」の企画 iζ |  一」講習会の企画について

ついて |  工高生デザインコンク ール審査会

委 員 会 I  24日 1時 - 5 時20分 於 会 館 集 会 室

12日 6 時- 8 1時 於会館集会室 |  出席者今西審査委員長ほか 9 審査員

出席者 北垣委員長，大橋，窪田 ，堤，三 |  斉藤副委員長，上野幹事，崎山委員

品， 柳副委員長，奥尾，西村幹事 |  議事 第 18回工高生デザインコンク ーJ レ応募作

議事(1)各小委員会の事業報告 |  品の審査

(2)10月以降の事業企画について

(3)忘年懇親会小委員会の編成について

(4)役員 ・委員の見学 と慰労懇親会企画小委

員会について

(5)女性委員の委嘱について

ボウリング大会打合会

17日 正午- 2 時20分 於会館集会室

出席者 岡田 ，宮後委員

議事(1)ボウリング大会企画全般について

(2)参加者の勧誘について

20日 正午- 4 時30分 於 ボ ウ ル120

出席者宮後委員，ボウル120江口課長

議事(1)会場設営全般について

(2)賞品の選定につい一

23日 6 時- 10時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 田 ，宮後委員

議事(1)会場設営全般について

(2)各組及びレイン毎の組合せについて

忘年懇親会小委員会

30日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 窪田副委員長，今井，小泉，佐藤

幹事ほか 7 名

ゲスト 太関図森本氏

議朝日忘年懇親会の全体計画について

(2)予算案について

(3)分科会の編成及び事業内容の分掌につい

て

(4)小委員会の運営につい一

教 育 委 員 会

委 員 会

3 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 口 委 員長，岩下，斉藤，山地副

委員長ほか 7 名

議事(1)建築工事実務講習会アンケ ート 集計につ

いて

(2)  r建築基縫工法と実例」講習会実施報告

と今後の企画について

(3)  r建築構造設計プログラム ・ライブラリ

ー」講習会の企画について

(4 )1建築生産 ・ンンポジウム」の企函について

(5)工高生デザインコンク ールについて

工高生教育小委員会

12日 ｬ 時 ｾ Ｓ 時於会館集会室

出 席 者 斉 藤 副 委 員長，上野幹事ほか 2 名

議事工高生デザイ ンコンクール応募作品 ICつ

いて

コンビ ューター教育小委員会

138 5時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

建築工事実務講習会反省会

26日 5 時半- 7 時半

於サイエンスクラブ

出席者谷口委員長ほか 4 名

アンケート集計結果内容の検討を行ない今後

の企画について懇談した。

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |  

D グループ打合会

4 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 正 法 院 主 査，太田 ・小川委員

議事(1)防火材料 ( No. 39) の掲載会社確保について

(2)今後の企画κ ついて

B グループ打合会

5 日 正午- 1 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 委 員 長，小笠原主査ほか 2 名

議事(1)No. 40 (48年 4 月号附録) の発行企画 lζ つ

いて

(2) 防火材料 ( D グループ担当) 掲載会社確

保の協力について

企画分科会

11 日 正午- 2 時20分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 伊 藤 幹 事，酒井委員

議事(1)掲載会社および会員に対するアンケ ート

( 案) について

(2) 防火材料の掲載勧誘について

委 員 会

18日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時 ＲＰ 分於会館集会室

出 席 者 井 上 ・莫塚正副委員長ほか 7名

議事( 1 ) 掲載会社および会員 IC対するアンケ ー卜

( 案) について

(2)No. 39 ( 1 月発行) の掲載シ ート について

(3)No. 40 ( 4 月発行) の掲載シ ート について

出 版 委 員 会

6 日 Ｕ 時半 ｾ Ｘ 時於会館集会室

出席者小林委員長ほか 8 名

議事(1) 委員長の選出について

(2) 1 建築基礎工法 と実例」の販売状況報告

(3) 今後の出版企画について

編 集 委 員 会

委 員 会

11 日 4 時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 彦 谷 委 員 長，福田副会長ほか12名

特別ゲスト 坂本勝比古氏

議事(1)11月号= 第19回青年技術者特集経過報告

(2)12月号 =北陸の新建築特集報告



(3)正月号= 建築教育特集企画一幹事会案報

告をもとに-

(4) 来年の編集企画について

(5) I近代建築史上 IC活躍した人々」シリ ー

ズの件

作品作風小委員会

11 日 午後 7 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者岩口主査ほか 3 名

議事 北陸の調査報告委員会

作品作風小委員会

16日 6 時- 9 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 岩口主査ほか 4 名

議 事 北 陸 の印象記ディスカッション

住 宅 委 員 会

委 員 会

19日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小西委員長ほか10名

議事(1川、委員会に関する件

(2)委員の人還に関する件

法 規 委 員 会

委 員 会 ( 4会合同)

23日 2 時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長，建築士会・学会 ・家

協会各委員長ほか28名

議事法令事務所について

講 師 大 阪 府 建 築 部 柄 座 正 信

建 材 委 員 会

委 員 会

25日 3時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 堀 内 ，山田正副委員長ほか 8 名

鐙紡 4 名

議事(1)防炎性センイ ( カイノ ーノレ) の紹介

(2) 今後の活動について

見
円
子

..o.. 

=  

大阪大林ビル新築工事の見学会 (第 2回)

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近般支部共催)

4 日 3 時- 5 時

参加者 76名

設計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

京都ロイヤルホテル新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支部共催)

7 日 l 時50分- 4 時20分

参加者 56名

設計富家建築事務所 ・株 式 会 社 大 林 組

施 工 株 式 会 社 大 林 組

大阪国際ビルディング新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支部共催〉

13日 3 時- 5 時

参加者 56名

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

慈光院の茶室見学の会

21 日 l 時半- 5 時

参加者 26名

講 師

帝塚山学院 大 学 教 授 工 学 博 士 周 回 孝 男 氏

講 習

..o.. 

=  

建築基礎工法と実例講習会

2 日 於大分県建設会館

28日 於日本生命ピ J レ9 階会議室

大分 10時~午後 4 時

仙台 9 時~午後 4 時半

共 催 大 分 大 分 県 建 築 士 会

仙台営絡協会東北支部

聴 講 者 大 分 74名 仙台 80名

講師

( 大分)

基礎構造の基本計画

関西大学教 授 工 学 博 士 山 肩 邦 男 氏

深い基礎工法

竹 中 工 務 庖 技 術 課 長 滝 川 昌 宏 氏

泥水工法と実例

大 林 組 技 術 課 長 桜 井 仙三郎氏

( 仙台)

建築基礎工法と発展過程

大 林 組 技 術 部 次 長 橋 本 良 介 氏

基礎工法の基本計画

関 西 大 学 教 授 工 学 博 士 山 肩 邦 男 氏

深い基礎工法

早稲田大学教授古藤田喜久雄氏

泥水工法と実例

大 林 組 技 術 部 次 長 橋 本 良 介 氏

説 明

..o.. 

=  

実務に直結した建築工事別説明会

「新しい防火材料と工法について」

26日 l 時- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

聴講者 123名

建築の防火材料について

京 都 大 学 教 授 工 学 博 士 堀 内 三 郎 氏

へーベJ レの上手な使い方について

旭化成工業側へ ーベル販売部システム

開 発 担 当 総 括 課 長 西 山 和 夫 氏

難燃性繊維ーコ ーデランについて

岡輿人繊維事業本部

技術部第 2 課 長 寺 崎 秀 雄 氏

G & F 耐火構造工法! とついて

( 梁と床を一体化した新しい耐火構造体)

大 建 工 業 側 工 事 部

部 長 代 理 族 同 事 典氏

| オ ー ル建 築 人 ボ ウ リ ン グ 大 会 |

28 日 l  時- 3 時 於 ボ ウ ル 120

参加者 118名

東畑名誉会長の始球式のあと， 3 組 tr . 別れて

競技を開始。熱戦がくりひろげられ，盛会裡

のうちに競技が終了，引続き成績発表並びに

賞品授与が行われた。

各組の優勝者は次のと おり

A 組( 塚本会長賞) 二宮 久徳( 日泉化学)

B 組( 東畑名誉会長賞) 佃安弘( 鴻池組)

C 組( 竹腰名誉会長賞) 浜脇勇( 浜脇建具〉

会 勢 委 員 会

16日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林，尾亀正副委員長ほか 6 名

議事会勢委の事業について

31 日 正午- 1 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小林委員長，尾包副委員長

ほか 5 名

議事会勢伸展ならび:'I r . 事務運営についての調

査報告書( 案) について

|  第13団 関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議 |  

( 本会 ・大阪建股業協会 ・大阪市街地再開発促進協緩会 ・

大阪府住宅建設促進協議会 ・大阪府建築士会 ・日本建築材

料協会 ・ 日本建築家協会関西支部 ・日本建築学会近続支郁

共催〕

16日 2 時- 4 時 於 朝 日生命ホール

聴講者 2∞余名

アーマ

「日本列島改造論」と大都市の役割

一地方都市育成と大都市再編成ー

講 師

桃 山 学 院 大 学 学 長 経 済 学 博 士 竹 内 正 己 氏

京 都 大 学 教 授 工 学 博 士 西 山 知 三 氏

関 西 学 院 大 学 教 授 経 済 学 博 士 橋 本 徹氏

毎 日 新 聞 社 論 説 副 主 幹 宮 川 敦 雄 氏

建 築 6団 体 事 務 局 打 合 会

5 日 2 時- 3時於大阪建設業協会

出席者 8 名

昭和48年建設 6 団体新年交礼会について打合

せ

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

11 日 8 時- 9 時半於新大阪ホテル

出席者 75名

当日は竹腰健造先生より「者後の心構え」に

ついてのお話を伺った。

10月 の 入 会 者 団称略)

〔団体会員 3 社〕
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信用み 611循ど伝統の

7X771LトZ喜専 業 大l吉

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

誓言矢偏商由
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  Ｈｾｦ 日ビルＩ

f正訴亨I i 戸 ( 331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区紛笠町50( 主ビル 5 1;皆 502号室)

ｾｉｩ話大阪 ＨＳＶＴＩ 2031- 4  

倉 庫 神戸市立合区八幡通 1 - 5  ＨＧｾ｛ＱｩＩＮｳ ＲＲＱ＠ 2923)  

陣根防水には 奥 山 式 特許 絶縁工 法 を

前回 ｡ 臥Ｍｾ古ｾ帯

対 2 の|切水( 冷工法) 苧 ヲ q イト

本 社 * 京 都 中 央 区 銀1主8 - 4 - 1 1 ｾｴｌ話 Ｈ ＵＷＱ Ｉ ＲＷ Ｐ Ｓ Ｍ Ｔ ・ Ｒ Ｓ ＷＰ ・ ＴＰ ＶＴ ・ Ｐ Ｒ ＶＴ

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 仏 中巡り 2- 3- 1 電話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種!

( カタログ進呈)

元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレー ター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1
新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

の 他 曲 加 工 一 式
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番22号

電 話 ( 981) 0615 - 0618 
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忘 れ ら れ た 町 か ら 歴 史 公 園 ヘ

共 同 研 究 都 市 の 開 発 的 保 存 11

池 端 猛

図 - 1

1. はじめに 2. ウィリアムズパーグの歴史的経過

新しい園、現代の大量浪費王国のアメリカでは、都市や建造物の保存問 ウィリアムズパーグはヴァージニア州の現在の州都リ ッチモンドから大

題はどのように考えられているのだろうか。先住人のアメリカインディ 西洋岸へ約 507 イルの位置にある 。 ここにある大学の学生をも含めて、

アンの長い歴史はあるか、 1776年の独立宣言から数えて約 250年、それ 1 万人そこそこの小さな町である。

以前の 150年聞の植民地時代とをあわせて 400年余りのヨーロッパから この町を少し歴史的にふりかえってみよう 。 イギリスにおいてへンリー

の移民によってつくられたアメリカ歴史は、旧大陸の数千年にわたる歴 8 世やメアリー王女時代は王族の結婚や宗教問題の内紛から海外への進

史に比べると、すべて近代と呼ばれる歴史的時代区分の範時にはいって 出はスペインやポルトガルなどに遅れを とったが、エリザベス 1世 ( 1558

しまうかもしれない 。 現代の物質の大量消費や使い捨て時代の代表とき - 1603) 時代になり、この遅れを 一挙に取り戻すかのように、海賊フラ

れるアメリカ文明であるが、アメリカ人にとっては開拓時代の遺物や建 ンシス ・ドレイクの活躍、 1588年のスペインの無敵艦隊の撃砕などによ

国時代の偉人達の伝記は、かけがえのないものなのであろう 。 ヨーロソ りイ当ギf リス国民の新大陸への熱は高ま つた。王女H時寺代には事笑上の槌民

パの第 2 次大戦で破壊きれそのままになつていたコゴe シ ツ ク の 教 会 を ア は失敗したが、 1η7世紀に lは立Uしい、り1 、世界各地で槌民I地也事業に釆り出した。

メリカてでe 復原したり1 、また H昨乍年、使いものにならな〈なつたロンドン橋 l凶60仰7年にイギリスの最初の北米植民地事業としてヴヴ、7 一ジ ニア d小州外州+州|トH‘tい|のジエ

をそっくりそのまま買い取って再現して、話題になった。ある批評家は ームスタウンの地に Vi r gini a C ompany  of  L ondonが設立された。

皮肉たっぷりに「つぎはエ ッフェル塔か」といったり、ヨーロッノマの人 新大陸にやってきた開拓者達は、今までに見たこともないような原住民

々はこういったアメリカ人の行為を「古い文化をもたない成金趣味め」 と顔を会わせることになった。メイン州からジョージア州にわたる大西

と冷ややかに見ている 。 洋岸沿いにも社会組織や文化の程度を異にするさま ざまの昔11族のアメリカ

確かにアメリカ人の手垢のついた古い物に対する執着は強〈、単体の建 インディアンがおり、開拓者とインディアンの間には種々の関係が始ま

造物のみならず古い市街地の街区の保存の問題が近年問題になっている 。 った。すなわち平和友好から掠奪や裏切り等の行為がくりひろげられ、

たとえば 7 サチューセ γ ツの ポストン、ペンシルヴアニアのフィラデル そのなかで開拓者達の学んだひとつとしてタバコの栽培があった 。その

フィア、ノースカロライナのチヤールストン、ジョージアのサヴァンナ、 後新たな植民地がつぎつぎとつくられ、年季奉公の日雇労働者やアフ リ

ルイジアナのニューオルリンズ、カリフォルニアのサンフランシスコ、 カから連れてこられた黒人奴隷の労働力供給に伴ない、タバコ生産は ヴ

ヴァージニアのウィリアムズパーグなどかなりの数にのぼっている 。 保 ァージニア州をはじめとし南部沿岸地方へと広まっていき、タバコ畑の

存問題をもっこういった都市の大部分は現在大都市になり 、生産と流通 経営者逮はタバコから巨額の財産を得た。 そしてさらに大きな富を得ょ

のための装置化という都市的変貌を迫られ、保存という立場があやうい うとして、その開拓線はしだいに内陸へ内陸へと西進し、ミシシ ッピー

状態に追い込まれている 。 こういった現在、人口 1万人ほどの小さな町 河流域にまで及んだ。 タ バ コ栽培て。成功したという報道は、資本家的な

ウィリアムズパーグでおこなわれている町の保存の方法やアメリカ人に 栽培者や、船荷の運搬や売買による賭けをも くろ Q 貿易商人の移入を刺

とってこの町のもつ教育的社会的な意味を、私の ' 70年の夏と '71年の冬 激した 。アメ リカの独立までヴ、ァージニアからジョージアにいたる南部

に訪れた印象をおりまぜて紹介してみたい。 の富は、このタバコ栽培に負うところがきわめて大きい。

図- 2  17 .  18世紀の舞踏会
図 - 3 上流階級の馬車
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図 - 4 ウィリアムズパーグの保存地区

処女王エリザベスやその後のスチュアート王朝のジェームス 1世にちな

み命名されたヴァージニア、その植民地事業の拠点ジェームスタウンは、

l! >98年に火災のために焼失し、ヴァージニアのキャピタルは現在のウィ

リアムス' パーグの地に移され、ウィ リアム 3世 の名にちなみ、ウィリア

ムズパーグと名づけられた。それまでこの地 には一軒の木賃宿と小さな

教会、 2 軒の粉屋とかじ屋、 3 軒の雑貨屋があり、インディアンの攻撃

を防ぐための砦として築かれた集落にすぎなかった。 1699年から 1780年

までの 80年の問、ウィリアムズパーグはアメリカの植民地時代の政治、

文化的中心として重要な位置を占めることになった。

3・図Tの建設とそこでの生活

政治的文化的中心がこの町に移され、その役割l を担うために、キャピタ

ルとしての体裁を整える必要があった。初代の総督 (GOVERNOR) フ

ランシスニコルソンが中心となり、その都市計画の原案をまとめ、 町づ

くりにとりかかった。それを見てみると、この 地 がジェームス 河 とヨー

ク河の両河 川 に挟まれた平坦な地であることもあって、東西南北 に走る

幾何学的な格子状パターンの街路を走らせた 。現在の凍結保存地区の中

心街でもある東西に走るク。ロセスターストリートと名づけられた 99フィー

ト ( 約 30メートル ) の幅員をもっ広い街路をつくり、その東端には議事

堂、西端にはウィリアムメアリーカレ ッジがつくられ、その間約 1. 2km

である 。 町づくりは、グリーンカントリータウンというイメージをもっ

てつくられ、住宅のひとつの敷地割は、およそ 2000m

2

とされ、現在日本

での分譲地規模の 200m
2

前後から考えると約 10倍というでかいもので、

図 - 4 をみてもきわめてオープンスペースが大きいことが分かるであろ

う。 そして各住宅は街路から 6 フィー卜後退した位置に建てることを定

め、街路からのファサードを整えようとした。この町づくりについての

フランシスニコルソンの記述のなかに、 「急速に発達しているヴァージ

ニアの新しいキャピタル。 笠然とつくられた公共建築そして優美てe 広々

とした邸宅や庭園。 これらは前キャピタルのジェームスタウンのヨーロ

ッパ中世都市のように、詰め込まれた感じとはきわめて強い対照をもっ

ている 。」 とある。

現在保存されている多くの建築物のほとんどは、イギリスの影響というよ

りはイギリスの当時の建築様式をそっくりそのままもち込んでいるが、新

しい大地にやってきた開拓者は、その広大な自然をたっぷりととり入れ

た広々とした街路や大きな敷地割による住宅をつくり、その景観はイギ

リスやヨーロッパ大陸では見られないものである 。

この町にはどのような人々が住んでいたのだろうか。 この町に建てられ
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写真 1 総督官邸

(  

写真 2 タパーン

た邸宅の主人の多くは、タバコ畑を中心とする農場の持主て¥彼らは j良

場にも家をもち、政治家や貿易商人との政談や商談の際やパーティの催

される際、この町にやって来る必要があり、「年のうち少なくとも数週

間をウィリアムズパーグで過ごした。また多くのプランテーションなど

で働く労働者として、初期時代から年季奉公人がいた。多くはイギ リス

本国でも苔姓であったが、たまには家事労働者や職人もいた。

それらの数はニューハンプシャーやマサチューセッツなどのニューイン

グランド地方には少なかったが、ヴァージニアには多かった。 1607年に

ジェームスタウンがつくられてから 18年後には、ヴァージニアの住民の

およそ X が年季奉公の雇人であった。彼 ら が 4 年から 7 年くらいの年季

奉公をつとめあげた後は、プランテーションで学んだ知識や、つちかわ

れた職人としての技術を発揮し勤勉に働〈限り出世 することができた。

そのなかで幸運な者は近くの農場を手に入れ、農場所有者 (Pl ant er ) と

して新しくタバコ栽培に乗り出す者も少なくなかったし、夢をさらに西

部開拓に託し、西部開拓の最前線に出かけていく者もあった。したがっ

て年季奉公という最下層の地位から出発した彼らも、イギリスでそのま

ま生活し、出世するよりも、腕次第やる気次第でその後の地位財産をつ

くるより大きなチャンスが与えられていたのである。アフリカから連れ

てこられたニグロの場合、その条件は全〈異なっていた。ジェームスタ

ウン建設より 10年余りたった頃からタバコ畑の最下層労働者として連れて

こられ苦役を強いられ、法律的にも奴隷制度は公認となり、ヴァージニア 、

カロライナ、ジョージアをはじめとする南部諸 j+l のタバコや綿や米畑 で

の非惨な生活は周知の通りである 。 ニグロの奴隷の数は急速に増加し、

1770年頃には全人口のxにも達していた 。 ウィリアムス' パーグにおいて

は町の人口の約半分はニグロであった。 ここに住む家族のほとんどが一

人から数人のニグロの奴隷を所有しており、タパーンや家事の下働きと

して使っていた。 彼らはプランテーションで働〈ニグロよりもその労働

条件の苛酷きや生活程度はいく分ましであった。このように奉公人や奴

隷の労働のもとに築きあげられた農業経済はアメリカの開拓時代の基盤

となっていった。

ウィリアムズパーグはこのような時代の、、Urban Cent er" として活気を

呈していた。各地方からの炭場主や政治家や貿易商人の集会が催される

ときには通常2000人ほどの町が、ひと晩に倍の 4000人ほどにもふくれあ

がり、夜はタパーンと呼ばれる宿屋兼レストラン兼居酒屋兼サロンは、

よく西部劇でみられるように活気に満ちていたのであろう 。 昼間は、イ

ギリスではごくわずかのGentlemanしか楽しめなかった競馬に夢中にな



写真 3 観光馬車 写真 4 自転車置場

家並み 写真 6 水飲み渇

ったり、イギリスなどか ら輸入 された最ー新の 衣装や家具が並べられた庖

での買物を楽しんだことだろ う。

4. ウィリアムズパ ー グとアメリカの独立

ヴァージニアは東部 8 つのイギリス の植民地 の最 大 の もので あったが、

ヴ 7 ージ ニアンのイギリス本国による槌民地支配に対する不満 はしだい

に惨殺してい った。 フランス や スペイン の国王の 、長 官 による 専制 的 な

支配とは異なり、住民達はある程度彼 ら自身の 法律 をつ くり諸税 を課し 、

官吏を選ぴ、公共 の事務 の処理など自 治の恩恵 に浴して いたが、 しかし

基本的には支配階級はイギリス帝国の領土を保ち、それを母国の富と力

に寄与しようとしていた。 イギリス の資本家達 は、ア メ リカ植民地 をほ

とんど無限の賭けの機会を与えてくれる場だと考え ていた。し か したい

ていのアメリカ 人は イギリス の繁栄を促進 したり、イ ンド な どの世 界の

遠隔地 のイギ リスの 利益を維持するこ とより も、自分遠 の手近に あ る土

地や資源の 開発に 関 心 をも っていた。 イギリスによる輸出入に関する制

限が弱 め られ 、 もっと高い 値 で農産物などを貰 ってくれるオ ランダやフ

ランスとの貿易拡大を望んで いた。 またイ ギ リス国王 お よび植民地長 官

の任命した者で占め られている 重要な 官職 に、もっと 多 くのアメ リカ人

の採用を強〈希望していた 。

ウィ リアムズパ ーグは こ ういっ た背景 のもと でアメリカ の独 立の礎を築

いた 人物が数多〈集まり、実際、政治的に非常 に重要な場所 にな りつつあ

った。たとえば初代 大統領 ジ ョージ ・ワ シン トンの タパー ンで しばしば

酒を 飲 んだ り、歓談する姿が見 られたり、 ノマ トリ ック ・へン リーのグ ロ

セスターストリートに 何 か物思いに耽りなが ら散策している姿 が見 られ

た。 トーマス ・ジェファーソンは、ウ ィ リアム ・メアリーカレ ッジで「ア

メ リカ革 命 ( 1776年の独 立を革命と 呼 んでいる 。) の理論」の草稿を 練 っ

ていたといわれる 。 このような話を聞き ながら 、私は伊藤博文や高杉晋

作 など 明治維新の志士が学んだ松下村塾のあ る萩市 の イメ ージを頭に浮

かべていた 。

5 保 存 の 手 法 と 現 況

1780年にヴァー ジニアの 州都がリ ッチモ ンドに 移されて から 、政治的歴

史的にその地位は後退 し、片田舎の町 として静 かに そのたたずまいを 保

ち続けていた 。 南北戦争の ときにもこ の町 の近辺が戦場に なったが、幸

い大火 に会わずその姿をとどめることができた 。

この町の保存の 問題 が起こ った のはかなり の ちになってか らの こ とであ

る。 1927年に ロ ックフエラー ジ ュニア が中心となり、保存のヴィジョン

をつく y) ，40人の政治史家や経済史家 や考古学者 や建築家が意見を交換 し

てその仕事に取りかかった。 170エー カー ( 約 68ha) が凍結 保存地区と

写真 7 グロセスタ一通 りの中心街

して設定され 、残存していた教会、大学 、裁判所、弾薬庫、刑務所、タ

ぐーンや住宅など 17世 紀後半から 18世紀にかけての 88の建造物を中 心 と

して 、完全にもとの形に戻すよう復原作業が始められた 。 i 未来は偉大

なる過去から学ばれる 。」のスローガンのもとにコロニアル ・ウィリアム

ズパーグ基金 がロ ックフエラージュニアの私財を中心としてつくられた。

当時の個 人の住 宅 を、こ の基金により買い取り修復後、もとの所有者や

新しく入居したい者に賃貸する方法がとられた 。

もとの 形 に戻す といってもやはり材料に制限がある の で、できるだけ古

ぼけ た感じの煉互や材 木などを使い、その時代性を表現しようとしたり、

観光客を 受け入 れる ために、昔は舗装されていなか った道を新たに舗装

してい る。 18世 紀に建てられた建物の様式としては、イギリスだけでは

なしにオラン ダ出身 のウィリアム公の彩響もあって、オランダでの建築

機式の影響を も強 〈受 けている 。 急勾配の住宅の屋恨の形態は、 切妻 、

寄棟、駒型切妻な ど様 々である 。 プランはほとんどが矩形で、建坪は 20

ft x  30ft (約 55m
2

) の大 きさで、現在のアメリカの平均的 な住宅の規模

に比べ る と小 さい。彼らは煉瓦造りのものをつくりたか ったが、中林ヰや

工期の関係 で、多くの住宅は木造でつく られ白〈 ペ イ ン トされている 。

台所は料 理の際のにおいや失火のことを考えて、母屋から離されてつく

られてい る。家の 片側 もしくは両側に煉瓦による暖炉の煙突をもうけ、

アー チを もった 窓、ベネ チアンプラインドと そのスタ イルは非常に様式

化 されてい る。 こ ういった様式は現在のアメリカで、保守性が強いとさ

れるニ ュー イング ラン ド地方や南部諸州 でよく使われており、 「新しく

て古い 国アメリカ 」の一 面 をのぞかせてい る。公共建築や庭闘は、シン

メトリ ーの 形態 が好まれ て使 われてい る。 自然のもつ柔らかな線を表現

する の ではな く、町 をと りまく 荒地や 凹園 とのコントラストを強調す る

ため に、幾何学 的 な形態の庭園がつくられている 。

日本の場合 で も、 保全11多景地 区などの住宅の形式や屋根瓦の色など 、デ

ザ インポリシーから微細 な点までどのように規制 していくかという 問題

があるが、ここ ではほとんどすべての物がウィリアムズパーグ基金の物

なので、 この方針にもとづいて 明快に決められてい し たとえばテレビ

やラジオの ア ンテ ナは一切 立てることができない 。電線および電話線は

すべて 地中 に埋 設す る。 消火栓は目立たない形にして、目立たない場所

に置 くよ うにする 。

保存地区 には現在一般に公開されない 10数戸のプライベー トの住宅には、

おの おのの家族が住んでいるが、その生活のにおいは全〈感じられない。

したがって 町 というより日本の 明治村のように屋外博物館という言葉の

方がふさわしい。 現在では、ほとんどの復原作業は終わったが、テψ イテ
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写真 8 ギロチン 写真 9 グロセスターストリート

写真 10 町 はずれ 写真 11 牛車

ールの部分でそ の作業は続けられている 。

保存地区 の主だった通りは、町のなかを巡環しているパス以外の車の乗

り入れを、昼間は全面的に禁止している 。 したがってここに車で訪れる

観光客の行動様式としては、鉄道を挟んで隣接するインフォメーション

センターにまず行き、そこにあるパーキングに車をとめておく 。現在は

約 1400台の パーキングスペースがあるが、夏期にはそこにパークできな

いほどになる 。 インフォメーションセンターで、必要な情報を聞いたり、

保存建物にはいるための切符を買ったりし、途中 13 ヵ所のパススト ップ

をもっ無料の巡環パスに乗り回遊するわけである 。

建物の修復や保存地区の遂営の資用はつぎのように賄っている 。 その費

用の約K は建物や庭園の入場料、 xは工芸品や出版物の販売からの収入、

そして残りの K はロ ックフエラーによる寄付金で賄われている。やはり

有力なスポンサーがつかなければ、古い物をそのまま残すということは

なかなか実現できないのだろう 。

夏と冬の 2 回この町を訪れたが、夏の場合は家族連れがずいぶん目立っ

た。 写真のようにグロセスターストリートの両側に建ち並ぶタパーン、

レストラ ンや民芸品庖などを楽しげに見物したり、車を締め出した通り

は、当時の衣装をつけたニグロの御者の馬車や貸し自転車に乗る人々で

賑わっていた 。 しかし冬に行った折には事情は全〈異なっていた。 20人

余りの小学生達が刑務所の前にあるギロチンで自分遠の首をつっこんで

はしゃいでいた 。 聞くところによればリ ッチモンドから来たそうで、毎

年修学旅行として来るという 。 また古い建物の前で記念撮影をしている

老夫婦などがチラホラと見かけられる程度で、全〈閑散としていた。 グ

ロセスターストリートに立つと、寒々とした冬の青空のもとに、両極に

あるキャピタルとカレ ッジの尖塔を、両側の街路樹もすっかりとその葉

を落としており、何の障害物もなしに、はっきりと見わたせた 。

6. おわりに

ウィリアムズパーグは歴史的に忘れられた片田舎の町から、生きている

博物館、歴史公園に変容した 。 それは現代のアメリカの生活のにおいは

できるだけ消し去られ、現代から切り維された過去の遺物といえよう 。

今日、開拓者逮が新しい大陸にやって来て新しい町をつく ってきたその

原初的な段階を純粋にあらわしている数少ない例であろう 。 アメリカ史

にくわしくない外国人の私には余り伝わってこなかったが、 18世紀のア

メリカの生活のイメージを想起させるための舞台装置であるともいえよ

ヲ。

開発的保存という相魁する こ つの単語を並べた 言葉であるが、こ の開発
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という単語はかなり広義に解釈することができるように思われる 。生産や

流通のシステムを入れる器をメタボリ y クにっくりかえるのも開発であ

ろう 。 イタリアなどで見られるように、だれもが認める過去の偉大な芸

術的遺産や建築的遺産による観光の町として、多くの観光客を受け入れ

るために、パーキングやホテルなど町の一部をつくりかえ、何とか保存

と共存させていこうとするのも開発であろう 。 しかし水のある町、豊

かな空間をもっ広場のある町として世界的に観光客を呼ぴ集める魅力の

あるヴェネチアでもそこに住む住民は、車の使用が非常に不便なこと、

しばしば起こる床上浸水 、若者にとってはいつまでたっても生活が変わ

りばえしないなどの理由によりどんどん減ってきている。また多くの芸

術的遺産の維持や管理のための財源の捻出や周囲から 押 し寄せてくる 水

質や空気の汚濁、汚染からいかに守ろうかと頭を痛めている。 町の生産

流通のための装置化 とそこに住む人の日常的な生活のためのよりよい環

境との相剤、古い町と変わりゆく生活様式との問に起こる葛藤は避けて

通ることはできない。

ウィリアムズノ〈ーグでは、すべての物が何 かわざとらしく、見世物化 し、

またパンフレットには栄光とか偉大というような仰々しい 言葉がやたら

と自につき、ガイドが大げさなジェスチャーやイントネーションで「グ

レート、グレート」と繰り返したのでややしらけた気分になり、宣伝文句

ほど 18世紀のアメリカの生活のイメージは伝わってこなかった。しかし

保存の手法の明快きには感心させられた。

日本では、大量消費使い捨て時代にあって消費物資で町全体が被いつくさ

れようとしている今、人聞の過去の英知を示すものとして、過去の生活

の イメージを想起 させる装置として、その 町の時計をとぬ、もっと大き

なスケールでそっくりそのまま凍結して残すくらいの余裕と覚悟があっ

てもいいのではないかと思われた。
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富山市の偉大なるあゆみをみつめるめ

今後の発展をみきわめるめ

文化と 産業の殿堂 をみまもるめ
レ リ ー フ 作 者 ・ 村 上 丙( ニ紀会)

終 戦 後 、 焼 土 と 化 し た 祖 国 に 帰 還 し 、 郷 土 の 先 賢 や 友 人 の 御 厚 意 と 御 支 援 の も と に 富 山 市 で も 建 築 の 設 計 監 理 と い う

旗 印 を か 》 げ て 、 ポ ツ ポ ツ 建 築 設 計 の 仕 事 を 始 め た の が 昭 和23年 で あ っ た 。 当 時 は 食 糧 物 資 共 未 だ 入 手 困 難 を 極 め 敗

戦 の 傷 手 が 日 本 国 中 を 重 苦 し く 圧 し 包 ん で い た 時 代 で あ っ た の で 本 格 的 な 建 築 の 設 計 な ど 思 い も お よ ( ; f ぬ 状 態 で は あ

っ た が 、 上 回 善 六 邸 ・高 野 医 院 ・ 富 山 寺 本 堂 ・酒 井 医 院 な ど 主 と し て 木 造 建 築 の 設 計 を お こ な い な が ら 昭 和22年 以 来

特 許 申 講 を し て い た 『微 粉 硝 子 を 焼 結 す る 成 形 硝 子 の 製 造 方 法』 の 特 許 が 許 可 さ れ た の で 、 滋 賀 県 八 日 市 に さ 訟 や か

な 工 場 を 設 け こ れ が 企 業 化 を 計 っ た 。 然 し 資 金 難 と 企 業 能 力 に 欠 け る と こ ろ が あ っ て 容 易 に 稔 る に は い た ら な か っ た 。

昭 和23年 福 井 地 方 に 大 地 震 が あ η 、 震 災 後 の 福 井 復 興 工 事 を 実 施 す る た め 、 建 設 省 福 井 工 事 司 務 所 が 設 置 さ れ 岸 所 長

の 御J享 意 で 福 井 市 復 興 の 諸 設 計 に た ず さ わ る 機 会 を 得 、 併 行 し て 福 井 病 院 ( 現 在 の 富 田 病 院 ) 福 井 市 水 道 局 水 道 会 館

な ど を 設 計 した 。 戦 後 の 復 興 も 漸 〈 活 発 と な り 地 方 都 市 に お い て も 設 計 監 理 の 重 要 性 を 遂 次 認 識 さ れ る に L 、たって仕

事 量 も 年 と と も に 増 大 した の で 昭 和27年 富 山 市 に 、 昭 和39年 福 井 市 に 支 所 を 設 け 今 日に い た っ た 。特 筆 す べ き 作 品 も

無 い が 昭 和23年 以 来 富 山 、 福 井 に お け る 作 品 点 数 は 300点 を 超 え る に い た り 、 北 陸 に お け る 戦 後 の 建 築 事 務 所 開 拓 者

で あ る と い さ 〉 か 自 認 し て い る 。 し か し な が ら こ 谷 数 年 前 よ り 地 元 建 築 事 務 所 の 協 同 組 合 設 立 に よ り 主 た る 官 庁 工 事

の 設 計 は 地 元 優 先 の 慣 例 と な っ て な か な か に 恵 ま れ た 機 会 が 与 え ら れ な い 。 ま た 設 計 案 提 出 の 要 請 に こた え て 作 成 し

た 計 画 案 の 多 く は 政 治 力 そ の ほ か 不 可 解 な 選 考 に よ っ て 陽 の 目 を 見 な い 作 品 の 多 く が あ る こ と は 今 更 な が ら 心 が 痛 む

の で あ る 。

毎 日 多 忙 の 連 続 で 馬 車 馬 の よ う に 走 り 続 け て い た 私 が 今、 過 去20数 年 を 省 み る 機 会 を え て 痛 感 す る こ と は い ま だ に 多

く の 人 々 が 設 計 業 務 に 対 す る 正 当 な 評 価 と 理 解 に 欠 け る と い う こ と で あ る 。政 治 力 や 営 業 力 が 設 計 技 術 に 優 先 す る 昨

今 吾 々 は一 つ の 大 き な 曲 η 角 に 直 面 し て い る と い え よ う 。 こ 〉 に 敢 え て 埋 も れ た 未 完 成 作 品 を 発 表 し て 啓 豪 の一 助 と

す る ゆ え ん で あ る 。

終 り に さ 〉 や か な 作 品 集 の 発 表 に 当 り 御 協 力 賜 っ た 各 イ 立 に 深 く 感 謝 致 し ま す 。

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 藤 村 清 一

日 新 建 築 設 計 事 務 所 北 陸 作 品

本 社 大 阪 市 北 区 壷 屋 町 1 丁 目 前

支 所 富 山 市 新 総 幽 輪 2 - 32 ( 昭和会館 )

福 井 市 順 化 l ー 17 - 7  ( 中野ビル )

東京都新宿区坂田T 7  

電 06- 352 - 6161 代

電 0764 - 41 - 4871 代

電 0776 - 22 ー 1659

357 - 4005代;

電 03 -

357 - 1646 



日 新 建 築 設 計 事 務 所 北 陸 作 品

武 生 市 立 体 育 館

所 街 地 福 井 県 武 生 市

川ii'1):JI. 棋 S R  C.  2  F  

娃 而 航 4，658m
2

工 期 ng42/ 3 - 昭43/ 2

施 工 熊 谷 組

福 井 県 総 合 教 育

研 究 所 青 少 年 セ ン

タ 一 合 同 施 設

所 在 地 縮1t- r! i  

fi昨泣，IJ H見 R C. 3 F ， B l  

延 前 科n 5，828m
2  

エ ｊｾｉ＠ 日召44/ 9 - l I g45/  9  

施 工 熊 谷 組



福 井 県 商 工 会 館

所 在 地 福 井 市

椛造規絞 R C ， 5 F ， B l  

延 面 積 5，610 m'

工 期 昭39/ 1 - HB40/  3  

施 工 飛 島 建 設

福 井 病 院

所 在 地 福 井 市

防造規桜 R C ， 5 F ， B l  

延 面 積 9，198m'

第 1J 明 2，567m'

第 2 JUI 5， 040m'  

第 3 JUI l ，591m'  

工 期 昭42/ 2 -11召46/ 3

施 工 飛 島 建 設

( 第一期・第二期)

熊谷組

( 第三期)

-

日 新 建 築 設 計 事 務 所 北 陸 作 品



日 新 建 築 設 計 事 務 所 北 陸 作 品

滑 川 市 斤 舎

ナJ リ

所 在 地 包 山 県 滑 川 市

構造規模 R C . 4 F . B 1  

延函 ｦ ｾＨ 3，505m
2

( 第 1 期)

820m
2  

( 第2 期)

工期1 I l : l 37/ 12- Bl:l 38/  7  ( 第 1 矧)

昭46/ 8 - 8l:l 47/  3  ( 第 2 lt/ll 

施 工 林 建 設 工 業

滑 川 市 庁 舎 全 体 計 画

/  

........._ 

富 山 県 市 町 村 会 館

所 在 地 v ; 山 市

t持造鋭校 S R C， 4 F .  B 1  

延 面 総 2，536m
2

工 期 1Ir. 36/ 10- 日目37/ 6

施 工 林 建 設 工 業



武 生 市 立 市 民 ホ ー ル

所 在 地 福 井 県 武 生 市

機造規模 R C ， 3  F ， P HI F  

延 面 積 2，772m'

工 期 昭47/ 10一昭48/ 8 予 定

施 工 藤 田 組

武 生 市 立 中 央 公 民 館

所 在 地 筒 井 県 武 生 市

構造規 ｴ ｾ R C ， 5 F  

延 而 h ' i 2，547m'  

工 期J 11召46/ 8 - 1I!:l 47/  5  

施 工 藤 田 組

富 山 県 労 働 者 福 祉 セ ン タ ー

所主E f也 笥 山 市

機造規模 R C ， 5 F ， B l  

延 蘭 椴 3，890m'

工 期日目38/ 5 - 昭38/ 12

施 工 前 田 建 設 工 業

美 山 町 開 発 セ ン タ ー そ の 他

所 在 地 福 井 県 美 山 町

総造親娘 R  C ， 3  F  

延而f l ' i 1，859m'  

工 期日目46/ 10一昭47/ 9

施 工 前 田 建 設 工 業

日 新 建 築 設 計 事 務 所 北 陸 作 品



/ '  

J  

〆

館

山

明

書

附

図

館

山

中

立

励

一

一

市

奨

閉

山

業

向

富

産

岬

所 在 地 富 山 市

機造規模 R  C ， 7  F  

延 而 秘 7，089m'

エ WJ 111143/ 10- 昭45/ 4

施工 佐藤工業

電気 北陸電気工事

空調 大阪電気暖房

庄 川 町 統 合 小 学 校

所 在 地 b I 山県東砺波郡庄川町

構造規絞 S  R  C ， 3  F  

延 面 積 5，531m'

工 期 日 召40/ 11 - 昭43/ 3

施 工 佐 藤 工 業

魚 津 農 協 セ ン タ ー

所 在 地 日 山 県 魚 津 市

構造規模 R  C ， 5  F  

延 面 総 3，420m
2

工 期 H召41/ 6 -01141/ 12

施 工 佐 藤 工 業

日 新 建 築 設 計 事 務 所 北 陸 作 品



加 村 医 院

所 在 地 白 山 市

構造規模 R C， 3  F  

延 面 積 765m'

工 期日目45/ 9 -Bi j 46/  5  

施工 フジタ工業

卜ーカマート婦中町支底舗

所 在 地 富 山 県 婦 負 郡 婦 中 町

精進規模 S ， 2  F  

延 前 積 l ，759m'

工 期 Btl 46/ 4 - 昭46/ 10

施工 フジタ工業

富山県保健所精神衛生

センタ一合同庁舎

所 在 地 富 山 市

構造規模 R  C ， 3  F  

延 面 積 l ，816m'

工 期日召41/ 12- 42/ 12

施 工 砺 波 工 業

富山県総合衛生研究所

所 在 地 富 山 県 高 岡 市

構造規模 R  C ， 3  F ， P  H  1  F  

延 面 積 7，850m'

第 1 1羽3，850m'

第 2 1明 4，OOOm'

工 おl 第I 期 ・昭 46/ 9 -Rtl 47/  8  

第21羽 設 計 中

施 工 砺 波 工 業

前田建設工業

( 工事共同企業体)
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滑 川 農 協 計 画 富 山 県 昭 和39年 度 庄 川 町 庁 舎 計 画 富山県昭和45年 度

t  I  Ｃｬｾ＠ l j  

司、

山 代 温 泉 よ し の や 計 画 石 川 県 昭 和46年 度 富 山 県 立 図 書 館 計 画 富山県昭和42年 度

魚 津 市 庁 舎 計 画 富山県昭和40年 度
池 田 町 役 場 計 画 福井県昭和47年 度

協力業者 ( 順不同)

- K K熊 谷 組 福 井 本 庖 福 井 市 中 央 2 丁目 6 - 8 電 0776- 21- 2700

・ 飛 島 建 設K K北 陸 支 庖 福 井 市 宝 永 4 丁目 9 - 1 3 電0776- 22 - 0723 

・ 前 田 建 設 工 業 K K 大阪支庖大阪市東区石田T2 - 7  電話( Xi - 942- 1301 北陸支庖 富山市桜橋通 3 - 1  電0764- 31 - 7531 

・ 林 建 設 工 業K K 富 山 市 安 住 町 7 番 15号 電0764- 41- 3321

・ 藤 田 組 K K 福 井 県 武 生 市 本 田 町18番 電 0778- 22 - 1356 

・佐藤工業K K富 山 支 庖 富 山 市 桜 木 町 1 - 1 1  電0764- 31- 6531

・ 北 陸 電 気 工 事K K富 山 支 社 富 山市 東 田地 方 町 1 - 1  - 1  電 0764- 31- 6551

・ 大 阪 電 気 暖 房K K 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  電 06- 441- 8231

・ フ ジ タ 工 業K K大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3 8 電 0 6 - 345- 7671

・ 砺 波 工 業K K本 社 富 山 県 砺 波 市 中 央 町 3 番21号 電07633- 2  - 3105 

日 新 建 築 設 計 事 務 所 北 陸 作 品



電 気 設 備 の 頁

社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

.=.aF.昌 A = : ・. u &. . _  

邑邑 天工布市¥: ; tC 

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 高 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

Q

一

A

陽

ヰ土

本社営業所

朝

本

ｾ電気設備工事設計施工

ｾＭＺ［浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 絵 町 1 丁 目 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  

東 京 ・ 札 眺 名 古 屋 ・ 福 岡

旭 川 ・神 戸 ・姫 路・高 松・ 広

苫 小 牧 ・ 浜 松 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

ぬ

キ土

支社 ・支庖

蛍 業 所

出 張 所

本

京都営業所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区布施続五丁目二八番地 ｾｲ ， Ｑｩ 前大阪 ＨＲＰＲＩＰＳＲＵ - 9番

本 社 東 京 郎 千 代 悶 区 丙 神 田 1 T !'l 4 番 地 5 サ

支 社 札 幌 ・ IIIJ f' ;・: l L / 内 ・名 古 屋 ・ 縞 岡

市 張 所 旭 川 ・ 白 河 償 浜 除 問 { . ¥ " 山

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6詮 社

A

Q

一品式株業エ原栗

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名古屋 ・舞 鶴 ・大阪南・神戸 ・広 島 ・九 州

」
一
=
一ロ

イ原菜取 締 役 社 長

設 計 - 施 工

司'

電 気 工 事

社

ェ
地

興

敏

設事工
信
司電

一
一
一

株 式 会 社

社

収締役社長 中 本 正 明

社 大阪市城東 ｬ 三 ｾｦ 江 東 之 町 三 ｲ 日 Ｎ ji 

ｾￜ＠ Ui 大 阪 (9:11 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

0 3 8 8 ・ 2 1  9  :1 

大阪市城東I王!fi 1: 東之町: . ｲｮ 一 一泡 Ａ ＡｉｾＧ 大阪 Ｈ山ＱＩ Ｗ ＨｘＱＴ

ｚｆ 良 県 ｩ 卸ｽ苛 市 ｩ 却問ｾ［岨り ＺＱＶ ( ) 世，llifl 副IJ 叶 2 2607. 1乙:i!)

A

Q

一

A
式株

と

相

川電本中

本

失

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡r 5  0  (堂 ピル 7 階)

屯 J占 星通 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 僑 箱 崎 町 3 丁目 2 1ft地

屯 ぷ ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 候 原 . !!fI. . 悩 山

林代表取締役

ヰ土本

后支

資 材 倉 庫

奈良営業所

出 張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号 ( 徳島ピル )

電 話 東 京 (491 )1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

宇土

1苫

本

支

社宝 電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ Jレ三階)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝 ピル)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 成 見 通 二 丁 目 ニ O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・堺 市 ・高 槻 市 ・姫 路

電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 ヱ 恵 設 計 施 工

A

Q

一

A

社

宇土

S込

本

支

営 業 所
営 業 所

群出 張 所

市神出張所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

ネ土

電 気 工 事 ・ 富 十 裟 工 事 ・ 設 計 施 工

実

大 阪 市 西 区 北 明 江 上 過 1 r 目6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・ 7148- 9  

東 京 ・名 古 川 . )].; 仏 ・師 岡

中1-11  取締役社長

本土本

社本

支 底

営業所 営 業 所

杏 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 沼 川 町 1 5 1ft 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都1港区新機 5 - 3 4 - 6 偲 喝 ピ ル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪 I街・札幌 れ山以・| 山川市 - 松 IlJ . 徳 111

A

S

A

 

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 傍 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 (312 ) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・ 的 岡 ・水島・福岡

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社 大本

社
ふ

一

品事 株 式

￸ｾ＠四
十

小
，
s

q，

 

工

取 締 役 社 長

藤工太 陽

東 京 支 JJI

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L (06)  452- 1  1  5  1 (代)

千土本

所

51 

張出

大 阪 市 此 花 区 恩 食 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462ー 1 3  0  1  (代)

電力工事本部



冷 暖 房 Y  名 手 桶 サ ッ シ

給排水、衛生水道 u  環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 織 機 械

厨 房 ' T " ーー可「化学 鉱山 機 械

三 機 工 業 雲 芸 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支底長 j賓川幸十郎

大阪市東区北ifr.2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖東京・日比谷・ 三僧ピ ル

支 1苫名古屋、信問、: f U ¥見、広島、仙台、富山

出 張 所械浜、金沢、併問、高松

空 間 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備 設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

園

<0> 雲喜朗百三業社

本 社 東京都港区芝浜松町1- 2- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 3. 57 電話 (302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

営 業 所 書11 路・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡・ 京 都 ・神 戸

空 気 間 利 設 備

設 計 施 工

衛 生 段 備

三建設備工業株ま竃社
φ  

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1131 (代)

東京都中央区日本橋嬬毅町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支唐

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

盛岡・横浜・富山・盟国・福井 ・京都 神戸・鹿児島

本 社

支 J苫

営 鍵 所

出 強 所

調空

空 気 閥 和 ・ 衛 生 設 備

発
-.回・
-

。
設 計 施 工

生

気

水 ・ 衛

房・換

排

冷

給

暖

I 式会社

大 阪 城 口 研 究 所

株 式

会 社

本 社 ・ 本 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電話 0 6 - 3 6 3 - 1371

支 宿東京都千代 田区神田小川町 2丁目 l 番 地 電話 03 - 2 9 2 - 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地 電話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話 0822- 47- 4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 0 9 2ー76- 3795

所 宮 山 制 井 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 松 江

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

庸口城取 締 役 社 長

世』出

社

A 、

去工 業 株 式須 賀

Ｑ ［ ｾＮ 耳 ｾｦｯ ｦ｛ ｮ ・空気関辛 口 Ｑ 段備・給排水衛生段倫・塗装段備

・ 蒸 気 噴 射 式 ; 令 猿 機/ 訟. 1 "1. . 製 作 ・施 工

建材社

株式

会社!r:-，=:;; 
衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 1 丁 目 1 4  電 話 441- 5171

ｾ一東 京・大阪・名古屋・京都・神戸 ・ 福岡

出張所一 高 松 ・ 北 九 州

空 気 調 和

本社・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 信 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203)3721 代

名 古 屋 支 庖 = 名 古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑧ (211)1535 代

出張所= 札 快 ・仙 台・盟 国 金 沢 ・神 戸

広 島・松 山・福 岡 ・ パ ン コ y ク

⑧ 
支

営業所一千 葉 ・横 浜 ・ 広 島

冷 凍 冷 蔵

⑨ 精 繍 浄 機 論 議 量 柱

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

ヰｾｊｴ Ｎ，， Ｚ業所

帯 ｾｉｾ Ｇ［Ｚｪ 創
作 品 働1庁

I:i; 松出4品川

l品l山出減所

温 湿 度 調 室 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 徹 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

繁 斎 藤 省 三 商 底

本 盾 東京都千代田区丸の内 2 の 4 の 1

大 阪 市 北 区 I耳目町 3 0  電 話 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 図 区 丸 / 内 3- 3 - 1(新東京ピル)

(211 )  8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  (-1'吃)

仙 台 市 新 伝 馬 田J 6  0  

電 路 (21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 (971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 庖

丸ビル 6 7 6号

電話 212附 3751

大同ビノレ 616号

話 443刊 3361

電話 681附 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 奉 日 町 48

札 幌 ・ 名 古 屋 ・ 緬

宇 都 宮 ・ 横 浜

水道 ・衛 生 ・暖冷房・其他管 E 事

設 計 並 施 工

( 旧斎雌久孝司Jf J i 所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東京郎千代出区大子園T 2 の 8 1ft!也 ( 日本ピ J レ)

1tt J吉 東 京 ( 270) 7  4  1  1 倭 ( 代 表 )

Ｎｦ ｾｊｴ市市大 ｩ 曲甜 Ｔ 丁目 ｬ 中 ｾｊｯＱｪｉＱ銀ピル池山 札似 Ｒ ｪｊ Ａ＾Ｗ Ｚ，Ｈｪ
金 沢 市 川 l品l 回f 2  liI' 1  Ｖ 刀、 官 。 Ａｉｦｪ 金 ｩｬｾ ｾ Ｇ ＲｬηＴ＠

忠弘 11H御 2 嘗 需2 lの ;;E:ii 怒2811認

ｉｾｉ 山市大ｦｊ｜ :l 8  ( ) の 1 '，1I M; 1日j 山2世: >486

大阪支腐

京事置支唐

支 底

営 集 所
名古屋支庖

52 



空 調 設 備 の 貰

平' " 互業株式会社@  
品主4

- 手ー

ｈ 差 ・ 冷 ｬ ガ ・ 空 ｾｴｩｽ ｊＱ ｕｾｊ 主 ｉｕｾｾｊ 笠装置

，;生，H 施 じ

套拘
fi!!! 高回

設計 ・施工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番地( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 田 区 神 間 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支府

T E L  ( 441) 間 1994 .付4 3 ) 日り0331 大 阪 di・問医江戸刷泊 2 の 2社本

空 気 調和・ 恒 温 恒 湿 ・冷 凍 ・冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱撃工業級友舎紅

新日本空調株式会社

大 阪 市 南 区 順 嵯 町 2 - 5  0  電話 261 - 2436(fり

東京都大凹区西馬込 1 - 2 - 1 1立話 773 - 1231ff ¥j 

銀 座 ・ t兵 約5 ・ 京高目 ・ 神 戸 ・ 福 岡

本 底

東京支宿

営 業 所

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ビル)

電話 (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

諮 (03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

九 件 | ・ 広 島 ・ 札 幌

北 陸 ・ 大 分 ・ 岡 山

阪 支 府

本社・東京支鹿

大

屋

村

古

海

名

東

道

設

水

施

ト

生

工

誠

衛

屯

躍

境

j

z

山

環

計

房

生

設

工

暖冷

衛

空 気 調 和 設 備

雫 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備 闘

く m哩型里コ

社

大阪市西区京町場 I T 目 6 2  電話(443) 8161 (大代表)

名古島市中村区水主町 l 円 1 2  電話(541)0966( 551 )1655 

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2・

赤 坂 ピ - 7 ピル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7丁目 l の l 電必 (341) 1778 .  4386 

A

Q

一

A
式株業田山

本 社

支 庖

出強pJT

東 洋 然 工 雛 織 式 会 艦 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京儲 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

⑥ 会 社

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

理 研

大 阪 支 庖

本 社 ・工2・
空調事 業部

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電路 (681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満橋北詰)

m路 ( 352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

大 i-I l 市打出浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i章 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

本社及京都支庖

四 日 市 支 底

大 津 営 難 所

津 営 蝶 所

大 阪 支 庖

名鹿支

2舎町震居号13:
給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

司5='"ー....ｾ、 東洋キャリア工業( 株) 製 t'f: -，1仮売! 苫・将約工事庖

ω日恋; 金持諮問±

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ｾ可 ＺｾＺｾｉｾＺｉ

<i'Dl T 

3522 西原衛生工業所大阪底

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区中 i lti 街IlII 4丁目 11

出 張 所 = 京

冷 房 ・暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置

像 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 ( 814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖出張所 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・高 松 ・ 広 島

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・カ ー リ フ ト

製 作

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ・ サ ッ シ ・ド ア ・ シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高麗繍 5 - 4 5  ( 興銀ピ Jレ別館)

1 l t 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 悉

東京都治区内麻イj i 4 - 15- 23(  t.A 5 興和1ビル)

ltt 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

古 屋 . 仙 台
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長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神矯筋六 (天 六 阪魚ビル ) ( 351) 4927代

大阪営業所 ( 351) 4927代 サ ー ビス事業所 ( 328)  0364代

東京営業所 ( 822) 0995代 工 渇 ( 328) 0363代

ヰ土本



奉 仕 感 謝 の 底

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

( カタ ログ進呈)

⑪ : i  " ) 淳窯業商怠

本 社 大 阪 liirlfj 区制ノド町 2 T Fl 981f H也( 靭本町バス停前 )

'; l L 話大阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

販路営業所 姫路市北条口 126 l fU也 ( 住友生命保険ビル 3 階)

' ; [ L 話姫路0972 (82)  0  9  9  9  

営 | ・ 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

業 |・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理唐・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・ 福 岡

建 材 ・ そ の 他 の 頁

窓掛、鍛帳、 R際、壁紙室内装飾級降、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ.Iy ト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 社

⑩ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 ( 251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

ト弓 1 ・ヒューム草

べン手 ｾＭＹＭＮ ミ〉帝 ｪ レ

棟 式 会 祉

言 幸 商 曾

大阪市北区与力町一ノー0

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

Standard Board&Sl ate 

フ タ パ 需 3阪

〈 営 業 種 目 ) ..ヨ、

空 気 調 和 設 備 ‘ I I U 

給排水衛生設備設計・施工司F

各種プラン卜設備

株式舎社 ＪｾＴｊｬＮ シ
旧社名 関 西 媛 房 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

各種送風機・風力輸送装置

T E L : 6 7 2 - 1  2 8  l ( 大代表 )

設計・製作
営 業 所 東 京 ・名古屋 ・広 島 ・福岡

空調機器類・公害防止装置

工 場 和 泉 ・名古屋

テレ γ クス : 本社NO.526・7688 和泉工場 : NO.538ト5898

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

〆ｾ - - -

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀北 通 1 - 25(相 生 ピ ル )

T  E  L  (441 )3983- 5 ・4396

大 阪 工 場 大 阪 市 線 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

了 E L  (962)  1  1  4  9  

京 事 日 エ 渇 京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 弁 上 町

T  E  L075 (581 )  0  1  2  6  

， ｾ＠ -ー ' 戸-

内外建材株式会社
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。3

近代建築の要求する

車11

曲目i

N. G. C. i.t 

肉タト互業株式会結

工場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

J 7 } レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

炉内立

套22 三 高 製 作 所

本 社 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 回 2 8 0 番 地

米 特i 言午 11¥ f 異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ' y q-

ヨ壬，、，

E又 言十

製 イ乍

施 工

11¥俣シャγg - 工業率朱式会宇土大阪支庖

' 70年代をリードする

庖 舗 づ く り の パ イ オ ニ ア

| 庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直売 ・す べ て 場 渡 し で奉仕する

ぐん〈ーマ寸ッの
.  

各種専門時

@3臨 時 制 下 ljL

〒516 大阪な雪riTT111翠司;「-4
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モルタル・コンクリー卜用

ヨr l " I A 防 水 剤

本 7 ノ - ) レ防水剤は セ メ ン ト の 加 水 分 解生 成 物 で あ る 水 酸化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト粒 子 に 按 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

牢 A E 効 果 に よ り適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び砂 の 紋子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィー を 向 上 さ せ ま す。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。

* セ メ ン ト と 結合 し た 生 成物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の l荷蝕 ・l腐 朽 を 防 止 し

て 構 造物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急結剤・接着剤・豪I j 離剤・早強剤・防凍剤

Z Z : : ' -I - ( セメント起泡剤) . %' 1"1: : . - 畠 場所打ち杭エ)

/  法添加剤l ノ

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 ｾｉ ｊ ・肋材綜合 メ ーカ一

株式 ｾＮＮＮ｡ｾｬＢＢ ーＮ・咽，ＮＦ
会社.......軍司・園・ ........ 
東 京 都 品 川 区 大 弁 1 ー 15- 1  哩量 東 京 (774)  4111代 表

茨 城 県 上 浦 市 大 田T 1  2 1 3  官E i:i 甫 ( 2 1) 5 1 8 9  

福 島 県 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原 哩E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一 報次 第

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 間 市 南 大 通 3 - 1 2- 50 哩E 盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 集 所 大 l以 di Jl-(成 |ベ米 中 本 2 - 17 - 26 
カタロ グ進呈 します

哩E 大 阪 (971)  4  7  6  5  

56 

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

クリプトン

ι. ' :6コ， ， .. 
(標 準 型)

(早 強 型)
型 枠 剥 離 剤

R  
(遅 延 型)

セハール

! 6! 2ニ.::.1 三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮持面五五ヰ株式祭事t

本 社 神 戸市1 1 ' 合区 熊 内 町 2 丁 目 8 8 番 地

'; II 話 o7  8代表 ( 2 3 1 ) 1 4 2 1 ・6 9  5  6  

東京営業所 東京都千代田区 内神田 1 - 12- 12 美土代 ピル

'1[': 話 0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・6 1  7  7  

福山出張所 福 山 市 曙 町 3 - 7  8  - 2  

1ll 話 0 8 4 9 ( 5 3 ) 2 0 2 7  
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--

社

.-0、

: z4 

j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

す

冶

+

り

介

袖

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

全国有名建材庖又 l立当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号予 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 (612)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 図 八 田 町 2 6 の 1 T E L 福岡 (41) 5  2  

-

占

，

、

，

畠

e

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ぷ

・

四

香

・

-

b

M

O

S

-

-

舗

卸

紛

帆

・

-

Z
占

臨

時

-

・

革 新 塗 料

毒見，る

③ 塗 り か え

④ 安 価 で 塗 り よ い

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ ｾｊι

q ィs，z，

コート

( 特長)

d騒

青 株 式

塗吹f果防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐爾す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 (538)2951 - 5・(541)5151

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・ 四 国 ・ 中 国

イ寸i且音水火
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

ＱＮ ネジ込力を杭 Ｑｾｊ 込力に変えるので完全無振動無Ａ騒音です 。

2. 根 入 長 さ が 長 く 安 定 し た 支 持 杭 が 地 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈干r''t はあ り ま せ ん。

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 稽 さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ ト イ 杭 で・納められ地 下 室のある，主主 築 に 最 適 で す。

ｾ株式害事主諒智 ｉ こ務開
- 本 社 大| 坂 rl i *1>( 内 腿 備 2 の 20( 山'jl 蛇 新 ピ ル ) T  E  L 大 l仮 (202)3233( 代 )

. 名 古 屋 支 庖 ｾＱ ， ｬｩｊｾ Ｎ ､ｪ ｱ ｴＨ正針 ｜ Ｑ Ｍ Ｓ Ｍ Ｒ Ｈ 納産ピルＩ

・ 福 岡 支 1苫 luil 刈 rli ，ｬｊＧｾ恥 Ｑ - 15- 33( 百円，消防ピル)

. 営 業 所 以 ｊ［Ｇｾ .  l'rJt h'i lJ .  ＮＨ ［ ｾ山 ー ｊ ム砧熊本鹿児Ｏ［，｜ ・ 工 場 大 阪 ・4"，II_i W 鹿 児μ

..
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長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種
不 燃 ( 個 ) 1068号

オリエンタルスーパーメタル ( 5. P. M)燃 え な い

わ れ な い

不 燃 ( 個 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. 5. P. M)

傍 ら な い

不 燃 ( 個 ) 1 0 4 5号

オリエンタルシリカチール ( 5. T)  

t皮 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V  7，皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

加 工 品 種 平 板・波板・棟包・雨押類・谷樋・壷樋・軒樋

通 風 器 ・ 排気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー パ

ー ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装 置 )

オリ工! J 'j ｊｾ＠ s ヲル製造株式会粧

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本 社 兵 庫 県 尼崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ノ レ 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 エ 湯 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  f包 括 大 阪 (488) 1081代 表

九 州 支 底 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支1吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ピ J レ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4
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全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩 ピ の他 に最近開発さ

れ た 新 しい共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た l出期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高 級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

一星 ピサロ ンは、材料だけの版売 はいたしません。

責 任 施工 の 出来る 協組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

= 星 ピサ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松 町の 超高 層世 界貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン ミ

はその模様がフ ラン スの画家ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付けられたものです。

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

く専 用 品〉 t:"!f日こs

ヲtdi見桁 = 333. 3 X 333. 3 X  2 引 9 枚 / m'  

333. 3 X 333 .3  X 3 弘 9 枚 / m'  

* 色 数 = 22色

女fIII i絡 = 2 弘 j写品 l ，200p:j  /  m'  (300m' 以上)

3  'うらj写品 1，800円 / m'  (300m' 以上)

小 市屋; l /I J泊 ・ 階段40%日製 造元 = 田島応 用 化 エ株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1

電総 ( 866)  6  1  0  1  

大 阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 0 )  7  4  

電話 ( 44 1) 5  9  5  1  
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- 回 転 軸部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採用 し た 耐久 品

- 本品は特に各部品の材料を吟 l床し、表面が錆

びないようポンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

・焼付塗装仕上製品の他に 、他 の持出し吊の腕

部 ( 吊込後扉から露出する部分) に s U  S  27 

(18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化粧

カノ〈ーをイ寸けてあリます。

・回転音11分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを仮入してあ りま す。

. }j lj 製の設計製作をも歓迎致します。

- 弊 宇 土 製 立 枠 付

ピ ボ ッ ト ヒ ン ジ

1;1:・

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

1L宇宇{ ニ{ ま何J I vら

低 触 致 し て お り

ま せ ん 。

只
〉

民

υ

K
υ
 

本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 15 1 H ( 06) 751 ー3653 - 5/ 東 京 出 張 所 東 京 都 墨 田 区 本 所2 ー 11 ー 11 H ( 03) 623 - 7677 

いかなる苛酷な条件にも耐えて

このすばらしい特性が

特許 建築を守ります

給。 ｾｪｾｹｾ ド令食。々 ｓ 防水
後ZZ授、

折 曲 げ 、 試 験 に 耐 え き れ ず

に 破 断 し た 一 般 防 水 層

折 曲 げ試 験 で す ば ら し い

柔 軟 性 を 示 す ギ ル ・ ア ス 防 水 層

西 日 本 ア ス フ ア ル 卜 事 業 協 同 組 合

ω  
大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 の 7 4 電 441 - 5951 

東 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 11の 13 電 866- 6101

θ  

. ご入会のお申込は ・ヰ土団法人 日本建築協会 〒 541 大阪市東区北浜3- 37 電 話 大 阪(06)231 -9648 ・9649 ・9640 振替口座大阪3古975番
定価 400 円 ( 送料共)


